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　新年あけましておめでとうございます。
　市民の皆様におかれましては、希望に輝く新年
をお迎えになられたことと存じます。
　昨年は、日本人のオリンピック・パラリンピック
での活躍、大隅良典さんのノーベル賞受賞といっ
た明るい話題が世間を賑わせたほか、マイナン
バー制度や「18歳選挙権」施行による初めての選挙
など、私たちの生活に影響を与える新たな取り組
みが開始された1年でした。
　本市に目を向けますと、四万十市の北の玄関口、
西土佐地域の産業および観光の拠点となる道の駅
「よって西土佐」のオープン、西土佐中学校・中村中
学校の体育館が完成したほか、9月には四国横断自
動車道「佐賀－四万十間」について都市計画決定の
手続きに入ることが決まるなど喜ばしいできごと
がありました。その一方で、4月に熊本地震、夏には
北日本の台風被害、10月には鳥取中部地震など各
地で災害があり、本市においても、9月の台風16号
襲来の際には道路の冠水や床上・床下浸水にみま
われ、オクラ・クリ・ユズ等農作物も被害を受けま
した。

　人口減少・高齢化社会を迎え、「地方創生」「一億
総活躍社会」が叫ばれる中、本市では総合計画、産
業振興計画そして、まち・ひと・しごと創生総合戦
略といった市の方向性を定める重要な計画を策定
し、市の将来像である「人が輝き、夢が生まれる　
悠久と躍動のまち」の実現を目指し、職員一同そし
て官民が一緒になってより実効性のある施策を推
進しています。
　そうした中、本年は“川とともに生きるまち”を
市のあらたなコンセプトに置き、メッセージ性の
あるシティプロモーションを展開してまいります。
折しも「志国高知幕末維新博」が県下一斉に開幕を
迎え、様々な催しが予定されているほか、一級河川
をもつ自治体が集う「全国川サミット」、サント
リーなどの著名なデザイナーが一堂に会する「日
本パッケージデザイン協会全国会議」の本市開催
も決定していますので、こうした様々な機会を通
して本市を広く内外へ発信してまいります。
　結びに当たり、本年が皆様にとって幸多き年と
なりますよう心からご祈念申し上げ、年頭のご挨
拶といたします。

市長　中平　正宏

年頭のごあいさつ

“川とともに生きるまち”四万十市

市議会議長　矢野川　信一

市民満足度の向上を目指して

　新年あけましておめでとうございます。
　市民の皆様におかれましては、希望に満ちた輝
かしい新春をお迎えのことと心よりお慶び申し上
げます。
　昨年は、リオデジャネイロ五輪で史上最多とな
る41個のメダルを獲得した日本人選手の活躍や秋
季四国地区高校野球大会高知県予選での中村高校
の40年ぶりとなる2度目の優勝に大きな感動や夢
を与えていただきました。また、四国横断自動車道 
佐賀～四万十間の都市計画決定の手続き開始や横
瀬川ダム本体建設工事の着工などのインフラ整備
に加え、道の駅「よって西土佐」のオープン、市立小
中学校の学校給食の完全実施、医療費の中学校生
徒まで無料化の拡大など中平市長の下、確実な市
政発展を遂げていると感じているところでありま

す。しかしながら、議会報告会などを通じてお聞き
します市民の皆様のお声では、まだまだ十分な満
足感はないようであります。
　市議会におきましては、議員政治倫理条例を制
定し、ＬＩＮＥや議会だより特別号など議会改革
の取り組みを進めているところでありますが、さ
らに市民の皆様のお声に耳を傾け、複雑化・多様化
する行政需要を的確に把握するとともに、その声
を市政に反映させていくため、さらなる努力と研
さんを重ね、皆様の負託に応えるべく決意を新た
にしているところであります。
　結びに、市民の皆様にとりまして、健やかで幸多
い一年となりますことを心よりご祈念申し上げ、
年頭のご挨拶といたします。
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　中筋川の洪水被害の軽減、四万十市の水道用水の

確保などを目的に建設される横瀬川ダムについて、

11月13日(日)宿毛市山奈町山田一生原地区におい

て、尾﨑高知県知事、中西参議院議員、名波四国地方

整備局長などの出席のもと起工式典が催され、中平

四万十市長による祝辞およびくわ入れ式が実施さ

れました。また、式典終了後、場所を宿毛市総合運動

公園に変え、地域住民の皆さまとともに起工をお祝

いする餅投げが行われました。

平成28年9月19日22時～9月20日10時にかけて、宿毛市山奈雨量観測所では、累計約364mm（時間

最大73mm）の降雨となり、四万十市有岡地区にある磯ノ川水位観測所では、20日2時より水位が上

昇、10時に戦後2番目の水位となる8.85mに達しました。

その上流、中筋川ダムでは、最大毎秒約351㎥が流入しましたが、84%を貯留し、放流量を毎秒約56

㎥に低減しました。

中筋川ダムが無かった場合、磯ノ川地点の水位は堤防を約50cm越えていたと思われ、ダムの防災

操作により、磯ノ川観測所地点で約125cm水位低減させ、越水による堤防の決壊を回避しました。

また、建設中の横瀬川ダムが完成した後はさらに約60cmの水位低減効果が期待でき、いっそうの

安全が確保されます。

■

■

■

■

125cm

60cm

中筋川ダムの防災操作状況
（9月20日 9時00分）

最大流入量
毎秒約351㎥

84％（毎秒約295㎥）を貯留

最大流入量時
の放流量
毎秒約56㎥
に低減

※上記（H：量水標）の値に0.577mを加えた値が標高（ｍ)となります。

H=8.25m
さらに横瀬川ダムがあった場合の水位

今回の実績最高水位  H=8.85m

磯ノ川地点（14k4付近） H=10.10m
中筋川ダムがない場合の水位

堤防高  H=9.61m 

計画高水位  H=8.37m 

横瀬川ダム本体建設工事起工式が実施されました。

平成28年9月台風第16号における治水効果
～中筋川ダムにより越水による堤防決壊を回避～

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

【問い合わせ先】（市）まちづくり課　土木係　☎（34）6127
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自
衛
官
募
集
相
談
員
を

委
嘱
し
ま
し
た

　
11
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
自
衛
官
募
集
相
談
員
委

嘱
式
に
て
、平
成
30
年
11
月
末
ま
で
の
２
年
間
を
期
間

と
し
、再
任
で
10
名
、新
た
に
２
名
の
方
を
自
衛
官
募

集
相
談
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
自
衛
隊
員
の
方
々
が
遂
行
し
て
い
る
任
務
は
、国
土

を
守
り
、国
民
を
守
る
と
い
う
根
幹
の
も
と
、災
害
時

の
人
命
救
助
や
避
難
施
設
の
設
営
、炊
き
出
し
を
始
め

と
す
る
被
災
者
支
援
な
ど
非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
。

　
ま
た
、志
願
者
を
自
衛
隊
高
知
地
方
協
力
本
部
へ
紹

介
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、地
域
と
自
衛
隊
の
架
け
橋
と

し
て
自
衛
官
等
の
募
集
事
務
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご

協
力
い
た
だ
く
募
集
相
談
員
の
役
割
も
近
年
の
少
子

化
に
伴
い
、今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
募
集
相
談
員
の
方
に
は
、よ
り
地
域
に
密
着
し
た
募

集
活
動
へ
の
協
力
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
同
地
区
合
同
防
災
訓
練
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
11
月
27
日（
日
）具
同
地
区
防
災
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
訓

練
お
よ
び
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。訓
練
で
は
各
地
区
で

定
め
る
避
難
場
所
に
い
っ
た
ん
避
難
し
た
後
、市
が
指
定
す
る

避
難
所
で
あ
る
具
同
小
学
校
体
育
館
に
再
度
避
難
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、体
育
館
で
は
高
知
大
学
の
原
教
授
や
国
土
交
通
省

四
国
地
方
整
備
局
の
担
当
職
員
か
ら
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
そ
の
被
害
想
定
、特
に
具
同
地
区
で
も
被
害

の
想
定
さ
れ
る
液
状
化
現
象
に
つ
い
て
の
防
災
講
演
が
あ
り
約

3
6
0
名
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
な
ど
過
去
の
災
害
で
は
、「
備
え
て
い
た
こ
と

し
か
、役
に
立
た
な
か
っ
た
。備
え
て
い
た
だ
け
で
は
、十
分
で

な
か
っ
た
。」と
の
教
訓
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に

具
同
地
区
を
は
じ
め
各
地
区
の
防
災
連
絡
協
議
会
で
は
災
害
へ

の
備
え
を
進
め
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。市
民
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

防災行政無線による放送内容が

聞き取れなかった場合は…

☎（34）7800

住
宅
耐
震
相
談
会
の
開
催
お
よ
び

建
築
デ
ザ
イ
ン
作
品
展
示
に
つ
い
て

　
お
住
ま
い
の
耐
震
診
断
や
耐
震
工
事
等
を
お
考
え
の
方
を
対

象
に
、四
万
十
市
内
の
耐
震
診
断
士
が
お
住
ま
い
の
耐
震
対
策

（
工
事
内
容
や
費
用
等
）に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。市
で
設

け
て
い
る
住
宅
耐
震
化
補
助
事
業
に
つ
い
て
も
ご
説
明
し
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
◆
日
時

　

３
月
11
日（
土
）10
時
〜
14
時
　（
予
定
）　
　

　
　
◆
場
所

　

四
万
十
市
役
所
　
本
庁
３
階
　
防
災
対
策
室

　
　
◆
主
催

　

（
一
社
）高
知
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　
　
◆
共
催

　

四
万
十
市

　
※
３
月
10
日（
金
）〜
12
日（
日
）の
３
日
間
、市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　
　
に
お
い
て
、県
内
の
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
・
大
学
院
生
に
よ

　
　
る
建
築
デ
ザ
イ
ン
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

　
　
覧
く
だ
さ
い
。

までお電話を！

放送内容を再度確認

できます。

大事なお知らせ

体育館学習会の様子（具同地区）

このページに関する問い合わせ先　（市）地震防災課　☎（35）2044
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本
市
で
は
、公
文
書
発
送
等
に
使
用
す
る
封
筒

（
公
用
封
筒
）に
つ
い
て
、無
償
提
供
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
の
内
容

　
広
告
入
り
公
用
封
筒

　（
１
）角
形
２
号

：（
本
庁
用
）１
万
６
千
枚
、

（
支
所
用
）４
千
枚

　（
２
）長
形
３
号

：（
本
庁
用
）４
万
５
千
枚
、

（
支
所
用
）５
千
枚

　
※
一
部
の
み
の
提
供
が
可
能
な
場
合
は
、ご
相

　
　
談
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
１
月
４
日（
水
）〜
27
日（
金
）

応
募
方
法

　

四
万
十
市
広
告
入
り
公
用
封
筒
無
償
提
供
者
募

集
要
項
を
参
照
の
う
え
、必
要
書
類
を
左
記
ま
で
持

参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
お
よ
び
要
項
等
は
、四
万
十
市
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ「
四
万
十
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」か
ら

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、四
万
十
市
役
所

　
本
庁
舎
１
階
総
合
案
内
お
よ
び
西
土
佐
総
合
支

　
所
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　（
市
）総
務
課
　
行
政
管
理
係

　
☎（
3
4
）1
8
0
4

広
告
入
り
公
用
封
筒
の

無
償
提
供
者
の

募
集
に
つ
い
て

　
現
在
、市
で
は
平
成
13
年
２
月
に
策
定
し
た
中
村
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、新
た
に
四
万
十
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、近
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢

の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、お
お
む
ね
20
年
後
の
都

市
の
姿
を
展
望
し
た
う
え
で
、長
期
的
な
視
点
か
ら
、都
市
づ

く
り
の
基
本
的
な
方
針
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、四
万
十
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素

案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
公
表
し
、パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施（
市
民
の
ご
意
見
を
募
集
）し
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
四
万
十
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w
.city.shim

anto.lg.jp/gyosei/plan/toshikeikaku.htm
l

■
募
集
期
間
　
1
月
6
日（
金
）〜
20
日（
金
）

■
応
募
方
法
　
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵
送（
消
印
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）ま
ち
づ
く
り
課
　
計
画
係

　
〒
７
８
７―

８
５
０
１

　
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
丁
目
10

　
☎（
3
4
）8
1
5
0
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
3
4
）0
3
8
1

　E
-m
a
il

　k
e
ik
a
k
u
@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp

　http://w
w
w
.city.shim

anto.lg.jp/gyosei/plan/toshikeikaku.htm
l

四
万
十
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
素
案
）へ
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

〇全国間税会総連合会賞　佳作　国民の　安心・安全　支える税（西土佐中学校3年 岡村胡桃さん）

〇全国間税会総連合会賞　入選　生きている　私の日々に　その税が（中村西中学校3年 橋本理沙さん）

〇中村税務署長賞　　　　　　　その税で　明るい未来が　待っている（県立中村中学校1年 松倉菜々さん）

〇幡多県税事務所長賞　　　　　生活は　みんなの税が　支えてる（中村西中学校3年 渡辺万紘さん）

　　　　　　　　　　　　　　　周り見て！みんなの税が　活躍中（県立中村中学校1年 敷地彩里さん）

〇四万十市長賞　　　　　　　　納めよう　未来のために　税金を（東中筋中学校3年 田村紅葉さん）

　　　　　　　　　　　　　　　税金で　描いていこう　未来絵図（中村中学校1年 姫本瀬莉佳さん）

〇四万十市教育長賞　　　　　　この社会　みんなの税が　つくりだす（中村中学校3年 今西恵菜さん）　　

　　　　　　　　　　　　　　　その税が　みんなのくらしを　ささえてる（西土佐中学校3年 竹内里渡さん）

〇四国税理士会中村支部長賞　　考えよう　暮らしを支える　税のこと（幡多農業高校1年 田中千陽さん）

　　　　　　　　　　　　　　　税金が　国の未来を　つくってる（県立中村中学校3年 須藤真矢さん）

　　　　　　　　　　　　　　　納税で　みんなの笑顔　守ろうよ（中村高校1年 井上菜々さん）

　　　　　　　　　　　　　　　身の回り　暮らしの中に　税金が（中村中学校3年 片山紗貴さん）

〇幡多間税会会長賞　　　　　　安心な　社会をつくろう　税金で（中村中学校1年 小林瞳さん）

　全国の間税会では、租税教育の一環として「税の標語」の募集を行っています。
　平成28年度幡多地区では、幡多間税会により地域の中学・高等学校を対象に募集を行ったところ、1,161件
の応募があり、四万十市内の中学・高等学校からは779件の応募をいただきました。
　標語は、「税の持つ意義」・「納税の重要性」等についての内容で、地域の中・高生の税に対する関心の高さを、
あらためて認識しました。

税の標語
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■募集人員　1名（地域振興）

■雇用期間　平成29年4月1日～平成30年3月31日（それ以降は年度ごとの再任とし、最長3年）

■応募資格

　・住民票が応募時に都市地域等（条件不利地域外の地域）にあり、任命後、本市の中山間地域に住民票を異動

　  させ、そこで生活できる人

　・平成29年4月1日現在、年齢がおおむね20歳～50歳までの人

　・任期終了後も本市の中山間地域に定住する意思のある人

　・土、日および祝日の勤務、夜間の会合参加など、

不規則な勤務に対応できる人など

■活動内容　地域活性化に励む、集落および団体等への協力活動　ほか

■応募手続　受付締切　1月31日（火）必着

　※詳しい内容は市ホームページに掲載

首都圏にお住まいのIターン、Uターン希望者にお知らせください！

【問い合わせ・申込先】（市）西土佐総合支所　地域企画課　☎（52）1111

ト
ン
ボ
自
然
公
園
か
ら
の
情
報
と
お
知
ら
せ

○
へ
そ
曲
が
り
の
ト
ン
ボ

　
南
西
諸
島
や
小
笠
原
諸
島
な
ど
一
部
の
地
域
を
除

き
、冬
に
な
る
と
日
本
列
島
の
ト
ン
ボ
た
ち
の
ほ
と
ん

ど
は
活
動
し
な
く
な
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、死
に
絶
え
た

の
で
は
な
く
、卵
や
幼
虫（
ヤ
ゴ
）の
姿
で
春
の
訪
れ
を

水
中
で
待
ち
わ
び
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
ん
な
日
本
の
ト
ン
ボ
の
中
で
、成
虫
の
姿
で
冬
越

し
す
る
も
の
が
3
種
類
い
ま
す
。い
ず
れ
も
小
型
の
種

類
で
、ト
ン
ボ
自
然
公
園
で
は
そ
の
う
ち
ホ
ソ
ミ
イ
ト

ト
ン
ボ
と
ホ
ソ
ミ
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
の
2
種
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
越
冬
場
所
は
、風
通
し
と
日
当
た
り
が
い
い
山
す
そ

の
林
縁
。ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
は
枯
れ
草
な
ど
に
体
を

密
着
さ
せ
、ホ
ソ
ミ
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
は
小
枝
に
擬
態

す
る
よ
う
に
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
が
、暖
か
い
時
間
帯

に
は
日
だ
ま
り
に
出
て
き
て
小
さ
な
虫
を
追
い
か
け
て

い
ま
す
。

　
こ
の
2
種
類
、
実
は

南
方
系
の
ト
ン
ボ
で
、

雨
季
の
末
期
に
羽
化
し

て
乾
季
を
成
虫
で
過
ご

す
と
い
う
熱
帯
地
方
の

習
性
が
、
乾
季
で
あ
る

日
本
の
冬
を
成
虫
で
過

ご
す
と
い
う
習
性
に

な
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
成
虫
越

冬
す
る
も
う
1
種
オ
ツ
ネ
ン（
越
年
）ト
ン
ボ
は
北
方
系

種
で
、お
隣
宿
毛
市
数
ヶ
所
の
た
め
池
に
生
息
し
て
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ま
し
た
が
2
0
0
2
年
を
最
後
に
姿
を
消
し
て
お
り
、

温
暖
化
の
影
響
が
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
催
し
の
お
知
ら
せ

【
学
問
の
木
し
お
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　
内
容

　
　
ト
ン
ボ
王
国
の
駐
車
場
に
植
栽
し
て
い
る
学
問
の

　
　
聖
木
・
カ
イ
ノ
キ（
楷
樹
）の
紅
葉
を
樹
脂
封
入
し
た

　
　
し
お
り
を
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館
さ
れ
た
受
験
生
の
皆
さ
ん
に
プ
レ

　
　
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
期
間

　
　
1
月
1
日（
日
）〜

　
　
3
日（
火
）

　
対
象

　
　「
四
万
十
川
学
遊
館

　
　
あ
き
つ
い
お
」ご
入

　
　
館
の
受
験
生
、先
着

　
　
1
0
0
名
さ
ま

【
運
試
し
ス
ピ
ー
ド
く
じ
】

　
内
容

　
　
健
康
祈
願
＆
勝
ち

　
　
虫
ビ
ー
ズ
・
ブ
ロ
ー

　
　
チ
が
当
た
る
三
角

　
　
く
じ

　
期
間

　
　
1
月
1
日（
日
）〜

　
　
3
日（
火
）

　
対
象

　
　「
四
万
十
川
学
遊

　
　
館
あ
き
つ
い
お
」

　
　
入
館
者

※
金
運
ナ
マ
ズ
の
特
別
展
示
は
1
月
9
日（
月
・
祝
日
）

　
ま
で

問 

（
市
）観
光
商
工
課 

観
光
係

℡ 

（
３
４
）１
７
８
３

ホソミオツネントンボ♂

カイノキお守り勝ち虫ブローチ＆ストラップ
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　四万十市では、定住を目的とした移住者のために貸し出す、田舎暮らしが楽しめる空き家を募集して

います。四万十市は、県内でも人気の移住地ですが、空き家が不足しています。建物に荷物が残っている、

掃除をしていない、貸せない部屋がある、市街地から遠い、倉庫は貸さないなど条件があっても可能で

す。市街地より、山間地や海辺が人気です。また、貸す相手を「家族」「女性」「畑をする方」など、指定する

こともできます。

　また、契約は３年の定期契約で、3年経過後に明け渡してもらうことも可能です。契約後、移住者の方

には区に加入し、地区の一員として祭り・草刈り・集会等に参加していただきます。

　移住推進員が説明・調査に伺います。詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ先】

�（市）企画広報課 移住推進員（鈴木・永島・熊谷・山崎）　☎(34)8866

移住者のための空き家募集のお願い

　市では臨時職員の登録者を随時募集しています。

●募集職種について

　随時募集している職種は「事務職」、「保育士」、「調理員」、「看護師」等です。

　特に「保育士」、「調理員」、「看護師」は常時不足している状態です。

●募集条件について

　募集者は下記の条件を満たす方です。なお、職種によっては資格や免許が必要です。

　　　　　・満18歳以上（学生不可）　　・通勤可能な方

●申込方法（登録方法）について

　「四万十市臨時的任用職員登録申込書」に必要事項を記載し、顔写真を貼付のうえ、総務課人事係または総合

　支所地域企画課地域振興係まで提出（郵送可）してください。

　※職種によっては、有資格者である証明書の写しも提出してください。

　また、「四万十市臨時的任用職員登録申込書」は市ホームページからもダウンロードできますのでご利用く

　ださい。なお、次の要件を満たせば市販の履歴書を使用しても構いません。

　・顔写真の貼付　　・希望職種の記入　　・有している資格の記入

●採用について

　ご登録後、必要に応じて登録されている方から選考により採用します。

●注意事項

　登録の有効期間は申請日より2年間です。

　なお、登録は採用を確約するものではありませんのでご了承ください。

●賃金、職務内容について

　賃金、職務内容は下記のとおり職種、資格および経験によって異なります。

その他詳細については、お気軽にお問い合わせください。※詳細については市ホームページにも掲載しています。

【問い合わせ先】（市）総務課　人事係　☎（34）1803

臨時職員の登録者を募集しています

職種

事務補助

保育士

調理員

看護師

賃金（日額）

7,000円

7,500円

7,000円

9,300円～11,100円

（経験年数による）

職務内容

各所属における事務補助

保育所における保育業務

保育所における調理業務

市民病院または西土佐

診療所における看護業務

担当部署

（市）総務課人事係

☎（34）1803

（市）福祉事務所保育係

☎（34）1780

市民病院事務局

☎（34）1119

西土佐診療所

☎（34）6477

（平成28年12月現在）
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四万十川のアユを守ろう

■人力による産卵場整備

　11月12日（土）に四万十川漁業組合連合会の呼び

かけにより、アユ産卵場整備が実施されましたので

整備の様子やその後の整備個所の状況について取

材に伺いました。

　10月頃からはじまる四万十川でのアユの産卵

は、赤鉄橋の少し上流から川登の間で行われてお

り、直径1ｍｍ弱の卵が付着糸により小石などに産

み付けられます。アユは川底の石を自力で掘り起し

て卵を産むため、産卵場はきれいな小石の間にすき

まが沢山ある河床が良いとされています。

　これまでの産卵場整備では、重機を用いて行って

おりましたが、よりアユが産卵したくなる河床にす

る為、四万十川では初となる人力による整備が行わ

れることになったようです。

　整備は石が固定化し藻類が繁茂していた入田桜

堤公園近くの平元地区において行われ、当日は漁業

関係者や地域住民など60人を超える参加者が丁寧

に河床を掘り起こしやわらかくしました。

■整備場所で産卵確認

　整備前には産卵されていなかった河床に、6日後の観察で産み付けられた卵が確認できました。整備個所直

下で行った流下仔魚調査（直径50㎝の網を3分間設置）の結果でも、約300匹のアユ仔魚が流下している事がわ

かりました。

　漁業協同組合連合会の堀岡会長は、「良い結果が出たので次年度以降も続けていきたい」と話されていました。

■中村西中生徒も興味をもって

　ボランティアとして参加された中村西中学校の

生徒の皆さんには、アユの生態についての学習も併

せて実施されました。アユの生態に詳しい西日本科

学技術研究所の東室長より説明があり、生徒たちは

普段見る事の少ない婚姻色になったアユやアユの

卵の実物を興味深そうに観察していました。

産卵場整備前 産卵場整備後 アユ仔魚の流下状況

【問い合わせ先】（市）農林水産課　林業水産係　☎（34）1170

産み付けられたアユの卵

8

平
成
29
年
1
月
号



ご存じですか？ 「 しまんとAI」
　しまんとAIの材料は、発酵食品(ヨーグルト・ドライイースト・納豆)・砂糖
の4つの食材とお湯だけ！消臭や汚れ落とし等の効果を持つので、化学洗剤
の代わりなどに使用できます。

しまんとＡＩの取り組みの様子

まあ いっぺん 使こうてみてや

しまんとAI 手作り体験会  - 参加者募集！ 
材料を入れて、振って、温めるだけ！キッチンでできる簡単バージョンのしまんとAIをつくってみませ
んか？作り方はもちろん、いろいろな使い方もご紹介します。お子さま連れでのご参加も大歓迎です！

日　時：2月19日（日）13時30分～（2時間程度） 
場　所：中央公民館　調理実習室
参加料：無料 
持ち物：エプロン、手拭きタオル

申 込 先：市環境生活課　☎（34）6126
募集期間：1月16日（月）～2日16日（木）（土・日・祝日を除く）
定　　員：先着30名程度 
講　　師：四万十わかば会

四万十の日実行委員会では、しまんとAI出張説明会を随時行っています (グループや団体向け) 。 
お気軽にお問い合わせください！

【問い合わせ先】四万十の日実行委員会事務局(市環境生活課)　☎（34）6126

・ぴ～す 
 (TEL：52-1333)

しまんとAIをたくさんの人に使ってもらえたら…？
　①家庭排水に含まれる化学洗剤の量を減らせます。
　②排水管や自然の土着微生物を元気にし、その後の食物連鎖を活性化！ 
　　自然がもつ水質浄化力を高めることが期待できます。
　　(注意)川や海への直接投入はしないでください。プランクトンや藻が異常発生し赤潮の原因になる可能性
　　　　　 があります。

しまんとAI
ア イ

- 四万十の日実行委員会の活動(清流保全の取り組み) -
四万十の日実行委員会では、家庭でも気軽にできる清流保全の取り組みとして｢しまんとAI｣の普及啓発に取り組んでいます。

どんど
ん

 　広が
りよう

で！

・あゆみ共同作業所
 (TEL：37-4725)

・福祉工場「中村」
 (TEL：37-6300)

・四万十わかば会
 (TEL：090-5146-1056 【代表 井上】) 

【価格一律：100円/500mL 、350円/2L】直接購入や在庫などについては各団体へお問い合わせください。

この紙タグが
　　目印です！

しまんとAI

＜既製品でお試ししたい方＞　実は…市内のお店に並んでいます！ 

○下記の市内4団体が製造し、道の駅や直販所を中心に販売しています。 

＜自分で作ってお試ししたい方＞　実は…簡単に作れるんです！ 

①市環境生活課窓口でパンフレット(作り方・使い方例記載)をお配りしています。 
②作り方体験にぜひご参加ください。
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　市職員の給与は、民間給与の動向や各界、各地域からの意見などを総合的に勘案した人事院勧告等に沿い、国
家公務員や他の地方公共団体との均衡を図りながら、必要な条例議案を市議会に提案し、決定されます。
　平成28年度四万十市の職員数・給与等の現状について市民の皆さんにお知らせいたします。

市職員の給与等の状況市職員の給与等の状況

1. 部門別職員数の状況（平成28年4月1日現在）
区　　　       分
部　　　       門

職　　員　　数
備　　　考平成 27年 平成 28年 比　較

公営企業等

一般行政部門

教育部門

議　会
総務・企画
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木
計

小　　 計

小　　   計

病　院
水　道
下水道
その他

合　　計

　　　４
　７８
　２４

　　１６２
２９
２６

　　１１
　２６
３６０
４５

４０５
１３４
１２
３

３６
１８５
５９０

　　　　　　４
　７５
　２７

　　１６６
２９
２６

　　１０
　２７
３６４
４０

４０４
１２９
１２
３

３６
１８０
５８４

△　３
３

　４

△　１
　　１
４

△　５
△　１
△　５

△　５
△　６

※診療所含む。

※国保会計等

普通会計部門

(注 )　上記の表は、定員管理調査のうち部門別職員数に計上された人数です。

2. 人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位:千円）

区　　　  分

( 注 )　人件費とは一般職・特別職に支給された給与、報酬、退職手当ならびに共済組合負担金等のことです。

住民基本台帳人口
（１月１日現在） 歳出額Ａ

人件費率
 (Ｂ/Ａ)実質収支 人件費Ｂ

２７年度 35,006 人 22,111,127 452,917 3,487,274 15.8％

3. 職員給与費の状況（普通会計決算）

4. 職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況（平成28年4月1日現在）

( 注 )１．この表は職員の給与費について示したもので、事業費支弁給与費も含みます。

２．職員手当は退職手当を除く扶養手当、住居手当、通勤手当等です。

( 注 )１．平成 28年度は市民病院の経営支援に伴う給与の減額を実施しています。

２．市の月額は3.6％の給料減額後の額です。

( 注 )１．平成 28年度は市民病院の経営支援に伴う給与の減額を実施しています。

２．市の初任給は3.6％の給料減額前の額です。

区　分

２７年度

給　　      与　       　費職員数
(Ａ) 給　　料 計 (Ｂ)職員手当 期末勤勉手当

１人当たり
給 与 費
（Ｂ/Ａ）

405 人 1,507,031 263,937 538,466 2,309,434 5,702

5. 職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）

6. 一般行政職の級別職員数の状況（平成28年4月1日現在）　

市

高知県

国

300,413 円

324,341 円

331,816 円

172,600円

146,700円

　176,700円

144,600円

324,360 円

390,189 円

410,984 円

41.7 歳

43.3 歳

43.6 歳

335,943 円

317,692 円

287,447 円

351,234 円

346,214 円

329,358 円

48.5 歳

55.9 歳

50.4 歳

技　能　労　務　職一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
区分

区分 市 国

一般行政職

  （初級）

大学卒

高校卒

区分 １級 ２級 ３級 ４級 5級 ６級
合　　計

職務の級 主事等　　     主事等      主査等 係長等          補佐等      課長等

２８年度
２９人
(11.5％)

３５人
(13.9％)

２６人
(10.3％)

１０３人
(40.9％)

３７人
(14.7％)

２２人
(8.7％)

２５２人
(100.0％)

( 注 )１．税務職、福祉職、医療職等を除いた級別職員数の状況です。

２．（　）内はそれぞれの構成割合を示したものです。

（単位 : 千円）
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7. 職員手当の状況（平成28年4月1日現在）

8. 特別職の報酬等の状況（平成28年4月1日現在）

10. 職員数の推移（各年度4月1日）

9. 職員の福祉について

区　分

区　　　　分 月　　　　　額 期末手当

期末および
勤 勉 手 当

退 職 手 当

市

 （支給率）　　自己都合　　 勧奨・定年
・勤続20年　 20.445月分　25.55625月分
・勤続25年 　29.145月分　34.5825 月分
・勤続35年　 41.325月分　49.59     月分
・最高限度額  49.59 月分　49.59     月分
・その他
　定年前早期退職特例措置
　（2％～20％加算）

市　　　長
副　市　長
教　育　長

議　　　長
副　議　長
委　員　長
議　　　員

３７５，９６０円　
３１５，２２８円　
３００，７６８円　
２９１，１２８円

６月期　１．４００ 月分
１２月期　１．５５０ 月分
　　計　　２．９５ 月分

６月期　１．４００ 月分
１２月期　１．５５０ 月分
　　計　　２．９５ 　月分

国

退職時特別昇給　　無 退職時特別昇給　　無

給　料

報　酬

区　　分 受診者数

定期健康診断

ガン検診・人間ドック

インフルエンザ予防接種

２３１人

４５２人

２０９人

会員数 市の負担金額会員掛金額

（単位：人） （単位：人）（参考）

　　　　　期末手当　　  勤勉手当
・ 6月期　1.2 　月分　　0.7月分
・12月期　1.35   月分　　0.7月分
計　　2.55   月分　　1.4月分

　　（5％～15％）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

23年度

区　分 内　　　容 国の制度との異同

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

扶養親族である配偶者　　　　　　　　　　月額13,000円
配偶者以外の扶養親族１人につき　　　　　月額  6,500円
配偶者のない職員の扶養親族の１人目　　　月額11,000円
満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子1人につき（加算）　月額　5,000円

借家（月額12,000円を超える家賃を支払っている職員）
・家賃23,000円以下　　　家賃－12,000円
・家賃23,000円超55,000円未満　(家賃－23,000円)×1/2＋11,000円
・家賃55,000円以上　　　27,000円

① 交通機関使用
　・1カ月当り運賃等相当額55,000円を限度として支給
② 自動車等の用具使用
　・使用距離が 2km～ 5km未満　　　月額 3,300円
　・使用距離が5km～35km未満  1km増す毎に700円加算
　・使用距離が35km～45km未満 1km増す毎に800円加算
　・最高限度額（45km以上）　　　　月額 33,100円

(1)健康診断および
　 予防接種の実施

(2)高知県市町村職員互助会について

主な事業内容
（医療費等給付金、各種祝金、弔慰金、人間ドック・施設の利用・厚生事業への助成）

　市職員の給与等の状況は、地方公務員法および市条例に基づき、「四万十市の人事行政運営等の状況」で公表しています。
　なお、詳しい内容は、四万十市公式ホームページ等でご覧になれます。

■閲覧方法等　四万十市公式ホームページ、市役所本庁総務課
【問い合わせ先】（市）総務課　人事係　☎（34）1803（直通）

　　　　　期末手当　    勤勉手当
・ 6月期　1.225　月分　　0.75月分
・12月期　1.375　月分　　0.85月分
計　 2.6　　 月分　　1.6 月分

（役職加算5％～20％）
（管理職加算10％～25％）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　（支給率）　　自己都合　 勧奨・定年
・勤続20年　 20.445月分　25.55625月分
・勤続25年 　29.145月分　34.5825  月分
・勤続35年　 41.325月分　49.59     月分
・最高限度額  49.59 月分　49.59     月分
・その他
　定年前早期退職特例措置
　（2％～45％加算）

　　　　　同　じ

　　　
　　同　じ

①　同　じ

②　異なる
　　自動車等の用具
　　使用距離区分に
　　ついて細分化し
　　ている。

７３８，０００円　
６３５，１９０円　
５６８，２３０円

５９２人 １２,７１３千円 １２,７１２千円

5年前との比較

６０６

27年度

５９０

28年度
増減数 増減率(%)

５８４ △２２ △３．６

26年度

５９７

25年度

５９６

24年度

５９７

　職員の共済制度は、病気・負傷などについて適切な給付を行う相互救済を目的とするもので、高知県市町村職員共済組合が
制度を運用し、保険給付などを行っています。
　その他に宿泊施設等の利用助成事業および職員の慶弔等にかかる給付事業等を行う高知県市町村職員互助会に加入して
います。

17年度との比較17年度
増減数 増減率(%)

６９６ △１１２ △１６．１

（市村合併時）

（注）各年における定員管理調査において報告した職員数

( 注 )１．平成 28年度は市民病院の経営支援に伴う給与等の減額を実施しています。
２．市長の月額は10％、副市長および教育長の月額は7％の給料減額後の額です。（第２副市長は除く）
３．議長等の月額は 3.6％の報酬減額後の額です。
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来
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
お
よ
び
９
月
定
例
会
以
降

に
お
け
る
主
要
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
２
回
に
分
け

て
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
予
算
編
成
方
針

　
国
は
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
６
」

に
お
い
て
、わ
が
国
の
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い

て
い
る
が
、世
界
経
済
に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
新
興
国
等
の
先

行
き
な
ど
に
対
す
る
下
方
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
お
り
、国
内

経
済
に
お
い
て
も
個
人
消
費
や
設
備
投
資
等
の
民
需
に
力
強

さ
を
欠
い
た
状
況
に
あ
る
と
の
景
気
判
断
を
し
て
お
り
ま

す
。
　
ま
た
、国
は
成
長
と
分
配
の
好
循
環
に
向
け
、「
経
済
再
生

な
く
し
て
財
政
健
全
化
な
し
」を
基
本
と
し
、経
済
再
生
と
財

政
健
全
化
の
双
方
を
一
体
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
と

す
る
と
と
も
に
、人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
な
ど
の
構
造
的
課

題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
な
ど

に
よ
り
、日
本
経
済
全
体
の
持
続
的
拡
大
均
衡
を
目
指
す
と

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、東
京
一
極
集
中
を
是
正

し
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
指
す「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」お
よ
び「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
６
」に
基
づ
き
、地
方
創
生
の
深
化

を
実
現
す
る
政
策
の
推
進
、地
方
に
お
け
る
地
域
特
性
に
応

じ
た
戦
略
の
推
進
、多
様
な
地
方
支
援
の
推
進
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、本
市
の
財
政
状
況
は
、歳
入
に
お
い
て
は
、市
税
収

入
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、ま
た
、普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

に
よ
る
財
政
支
援
が
本
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
に
か
け
て
段

階
的
に
縮
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、歳
出
に
お
い
て

は
、少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
社
会
保
障
関
係
経
費
が
今

後
も
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、今
後
の
財

政
見
通
し
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
四
万
十
市
産
業
振
興
計
画
」や

「
四
万
十
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」な
ど
各
種

計
画
を
着
実
に
推
進
し
、さ
ら
に
山
積
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
第
２
次
四
万
十
市
行
政
改

革
大
綱
」に
基
づ
く
行
財
政
運
営
の
見
直
し
、事
務
・
事
業
の

見
直
し
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、市
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、真
に
必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
効
果
的
・
効

率
的
に
予
算
を
配
分
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
予
算
編
成
は
、本
市
の
将
来
像
で
あ
る「
人

が
輝
き
、夢
が
生
ま
れ
る
　
悠
久
と
躍
動
の
ま
ち
　
四
万
十

市
」を
実
現
す
る
た
め
、次
の
４
点
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
が
、来
年
度
は
５
月
が
市
長
の
改
選

期
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、通
常
、当
初
予
算
の
編
成
は
年
間
総

合
予
算
と
し
て
編
成
す
る
と
こ
ろ
、義
務
的
経
費
、経
常
的
経

費
、継
続
事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
の
編
成
と
し
、新
規

の
政
策
的
経
費
に
つ
い
て
は
６
月
補
正
予
算
に
お
い
て
肉
付

け
予
算
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。た
だ
し
、新
規
の

政
策
的
経
費
で
あ
っ
て
も
、早
急
な
対
応
を
必
要
と
す
る
事

業
や
年
度
当
初
か
ら
実
施
が
必
要
な
事
業
等
に
つ
い
て
は
、

市
民
生
活
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
当
初
予
算
で
措
置
す
る

よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
、基
本
方
針
の
１
点
目
は「
総
合
計
画
に
沿
っ
た
施
策

の
推
進
」で
す
。

　「
四
万
十
市
総
合
計
画
」に
掲
げ
る
市
の
将
来
像
の
実
現
に

向
け
て
、次
の
６
つ
の
基
本
目
標
を
意
識
し
た
予
算
編
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

　（
１
）自
然
と
共
生
し
た
安
心
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　（
２
）に
ぎ
わ
い
と
住
み
や
す
さ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　（
３
）地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ

　
　
　
く
り

　（
４
）豊
か
な
心
と
学
び
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　（
５
）健
や
か
で
笑
顔
の
あ
る
支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

　（
６
）協
働
で
築
く
地
域
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
２
点
目
は「
総
合
戦
略
の
着
実
な
推
進
」で
す
。

　
骨
格
予
算
の
編
成
と
は
な
り
ま
す
が
、「
四
万
十
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
掲
げ
る
施
策
・
事
業
に
つ

い
て
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）達
成
に
向
け
、計
画

的
・
効
率
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
３
点
目
は「
施
策
の
厳
選
と
重
点
化
」で
す
。

　
喫
緊
の
行
政
課
題
に
対
応
し
、限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・

効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
、継
続
事
業
や
緊
急
性
・
重
要
性
の

高
い
各
種
施
策
に
優
先
的
に
財
源
を
配
分
し
、施
策
の
厳
選

と
重
点
化
を
図
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、各
種
事
業
計

画
の
内
容
に
つ
い
て
は
費
用
対
効
果
を
十
分
に
検
討
し
た
う

え
、真
に
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
を
再
検
証
し
、見
直
し
時
期

や
終
了
時
期
を
明
確
に
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

　
４
点
目
は「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
」で
す
。

　
市
税
や
普
通
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
一
般
財
源
が
大
幅
に

減
少
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
の
で
、財
政
規
模
を
見
直
し
、

身
の
丈
に
あ
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」に
掲
げ
る
重
点
項

目
を
意
識
し
、行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、よ
り
一

層
の
歳
入
の
確
保
、歳
出
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

平
成
28
年
12
月
市
議
会
定
例
会

上（
抜
粋
）

　

市

長

説

明

要

旨
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鳥
取
県
中
部
地
震
へ
の
対
応
・
支
援
等

　
10
月
21
日
午
後
２
時
７
分
に
鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す

る
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
６
、最
大
震
度
６
弱
の
地
震
が
発

生
し
、震
源
で
あ
る
鳥
取
県
中
部
の
倉
吉
市
を
中
心
に
被
害

が
出
ま
し
た
。幸
い
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
21
名
の
方
々
が
負
傷
さ
れ
る
と
と
も
に
、１
２
，０

０
０
棟
に
も
及
ぶ
建
物
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。負
傷

さ
れ
た
方
々
や
、住
宅
被
害
に
よ
り
今
な
お
避
難
所
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
、ま
た
、そ
の
ご
家
族
の
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、地
震
発
生
後
、鳥
取
県
か
ら
高
知
県
を
通
じ
て

要
請
を
受
け
、11
月
８
日
〜
11
日
ま
で
の
４
日
間
、鳥
取
県
北

栄
町
へ
１
名
を
派
遣
し
、被
災
家
屋
の
罹
災
証
明
書
発
行
に

係
る
家
屋
被
害
認
定
調
査
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
４
月
の
熊
本
地
震
に
始
ま
り
、地
震
災
害
が
日
本
各

地
で
頻
発
す
る
中
、「
命
を
守
る
対
策
」と
し
て
戸
別
訪
問
の

実
施
な
ど
に
よ
り
住
宅
の
耐
震
化
な
ど
の
必
要
性
を
広
く
啓

発
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
皆
さ
ま
の
揺
れ
に
対
す

る
防
災
意
識
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
の
表
れ
と
し

て
11
月
末
現
在
で
、耐
震
診
断
の
申
込
件
数
は
昨
年
度
の
約

３
．５
倍
に
当
た
る
３
０
０
件
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。今
後
も
引
き
続
き
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、自
主
防
災

組
織
等
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

　
11
月
４
日
に
全
市
的
に
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
、「
四
万
十
市
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、避
難
の
前
に
は
揺
れ
か
ら
身
を
守
る
行
動
が

ま
ず
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た

め
、緊
急
地
震
速
報
が
発
表
さ
れ
た
際
、「
ま
ず
低
く
、頭
を
守

り
、動
か
な
い
」と
い
う
、地
震
発
生
時
に
お
け
る
基
本
行
動

の
習
熟
を
目
的
と
し
た
訓
練
で
、市
内
の
学
校
、事
業
所
、病

院
、ス
ー
パ
ー
な
ど
約
２
０
０
団
体
の
参
加
に
各
家
庭
か
ら

の
参
加
者
も
加
え
、約
１
０
，０
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。防
災
行
政
無
線
の
聞
こ
え
方
な
ど
、情
報
伝
達
手
段

で
の
課
題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、参
加
団
体
も
昨
年
度
以

上
と
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
訓
練
の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
と

の
声
や
継
続
し
て
の
訓
練
実
施
を
望
む
声
も
多
く
あ
り
ま
す

の
で
、来
年
度
以
降
も
基
本
行
動
の
習
熟
や
防
災
意
識
高
揚

の
た
め
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
本
市
で
は
初
め
て
と
な
る「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
、11
月
13
日
に
海

上
保
安
庁
、航
空
自

衛
隊
、警
察
、消
防
、

県
、市
の
防
災
関
係

機
関
が
一
堂
に
会

し
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
地
震
、

津
波
災
害
に
対
し

て
国
、
県
、
市
の
行

政
機
関
が
、ど
の
よ

う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
か
に
つ
い

て
、地
域
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
開
催

さ
れ
、
下
田
、
八
束

地
区
の
皆
さ
ま
な
ど
約
70
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
　
南
海
ト

ラ
フ
地
震
」と
題
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
か
ら
〝
発
災
直
後

か
ら
活
動
開
始
ま
で〝

、〝
人
命
救
助〝

、〝
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧〝

の
テ
ー
マ
ご
と
に
対
応
方
法
に
つ
い
て
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
じ
、来
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
災
害
時
に
お
け
る
関
係
機
関
と
の

協
力
・
連
携
体
制
の
構
築
・
確
認
と
併
せ
、発
災
時
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
、市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
、丁
寧
に
周
知
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
繋
ぐ
・
命
の
道

　
都
市
計
画
決
定
の
手
続
き
を
ス
タ
ー
ト
し
た
佐
賀
〜
四
万

十
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
中
旬
に
ル
ー
ト
を
示
し
た
原

案
を
２
週
間
縦
覧
す
る
と
共
に
本
市
と
黒
潮
町
で
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、幅
広
く
住
民
の
皆
さ
ま
に
計
画
内
容
を
周
知

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、11
月
17
日
に
は
高
知
県
知
事
よ
り
、都
市
計
画
の
案

が
示
さ
れ
、併
せ
て
、こ
の
案
に
つ
い
て
地
元
自
治
体
の
意
見

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、本
市
で
は
、四
万
十
市
都
市
計
画
審
議
会
を
開

催
し
、委
員
の
公
正
か
つ
専
門
的
な
意
見
を
お
伺
い
す
る
と

同
時
に
、最
終
的
に
は
全
会
一
致
で
当
該
案
を
適
当
と
す
る

答
申
を
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、市
長
意
見
と
し

て
異
存
な
い
旨
を
知
事
に
回
答
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、こ
の
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
は
、縦
覧
中
で
あ
り
、

今
後
、高
知
県
都
市
計
画
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、国
土
交
通

大
臣
と
の
協
議
な
ど
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
の
で
、本
市

と
し
ま
し
て
は
、平
成
28
年
度
中
の
都
市
計
画
決
定
を
目
指

し
、で
き
る
限
り
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

南海トラフ地震に関するシンポジウム（11/13）
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11
月
15
日
　
全
国
治
水
砂
防
協
会 

全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会
、

　
　
　
　
　
四
国
横
断
自
動
車
道
高
知
県
建
設
促
進
期
成
会 

　
　
　
　
　
国
土
交
通
省
等
要
望
活
動（
東
京
都
、〜
16
日
）

　
　
17
日
　
市
戦
没
者
な
ら
び
に
満
州
分
村
殉
難
者
合
同
追

　
　
　
　
　
悼
式

　
　
　
　
　
市
都
市
計
画
審
議
会

　
　
　
　
　
市
政
懇
談
会（
後
川
地
区
）

　
　
18
日
　
公
的
保
育
制
度
の
拡
充
・
発
展
を
求
め
る
自
治
体

　
　
　
　
　
懇
談
会

　
　
　
　
　
市
政
懇
談
会（
下
田
地
区
）

　
　
21
日
　
四
国
治
水
期
成
同
盟
連
合
会
・
四
国
河
川
協
議
会 

　
　
　
　
　
国
土
交
通
省
等
要
望
活
動（
東
京
都
、〜
22
日
）

　
　
23
日  

一
條
大
祭
例
大
祭

　
　
　
　
　
J
A
高
知
は
た
中
村
ま
つ
り

　
　
24
日
　
市
民
要
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
四
万
十 

要
望
受

　
　
　
　
　
四
万
十
市
観
光
大
使
委
嘱
式（
ホ
ン
ヤ
ミ
カ
コ
氏
）

　
　
　
　
　
市
政
懇
談
会（
八
束
地
区
）

　
　
26
日
　
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

啓
発
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　
　「
世
界
津
波
の
日
」高
校
生
サ
ミ
ッ
ト 

総
会（
黒
潮
町
）

　
　
27
日
　
市
政
懇
談
会（
本
村
・
中
組
・
押
谷
・
権
谷
・
半
家
地
区
）

　
　
　
　
　
市
政
懇
談
会（
藤
ノ
川
地
区
）　

　
　
28
日
　
農
業
農
村
整
備
の
集
い
お
よ
び
要
望
活
動（
東
京

　
　
　
　
　
都
、〜
30
日
）

　
　
29
日
　
文
化
庁
へ
の
陳
情
他

　
　
30
日
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

企
業
訪
問

12
月
１
日
　
第
２
回
高
知
県
新
食
肉
セ
ン
タ
ー
整
備
検
討
会
、

　
　
　
　
　
し
ま
ん
と
流
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会 

高
知
県

　
　
　
　
　
土
木
部
へ
の
要
望
活
動（
高
知
市
）

　
　
　
　
　
市
政
懇
談
会（
江
川
崎
・
西
ヶ
方
・
用
井
・
長
生
・
館

　
　
　
　
　
地
区
）

　
　
２
日
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
委
嘱
状

　
　
　
　
　
伝
達
式

　
　
４
日
　
幡
多
中
央
地
区
消
防
連
合
会
総
合
訓
練 

式
典

　
　
５
日
　
12
月
市
議
会
定
例
会（
〜
21
日
）

　
　
　
　
　
市
政
懇
談
会（
西
富
山
地
区
）

　
　
14
日
　
市
政
懇
談
会（
具
同
地
区
）　

11
月
15
日
〜
12
月
14
日

市
長
日
誌

　
ま
た
、都
市
計
画
が
決
定
さ
れ
て
も
、そ
の
路
線
が
す
ぐ
に

事
業
化
さ
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、11
月
１
日
の
四
国
地
方
整
備
局
に
続
き
、15
日

に
は
、国
土
交
通
省
本
省
や
地
元
選
出
国
会
議
員
等
の
関
係

機
関
に
対
し
四
国
横
断
自
動
車
道
の
一
層
の
整
備
促
進
や
佐

賀
〜
四
万
十
の
早
期
事
業
化
を
求
め
る
要
望
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
要
望
に
は
、幡
多
６
市
町
村
長
は
も
と
よ
り
、既

に
整
備
の
完
了
し
て
い
る
大
豊
町
か
ら
四
万
十
町
ま
で
の
沿

道
市
町
村
長
や
議
長
の
皆
さ
ま
方
に
も
多
数
参
加
し
て
い
た

だ
き
、高
知
県
が
一
丸
と
な
っ
て
高
速
道
路
の
必
要
性
や
ス

ト
ッ
ク
効
果
な
ど
を
訴
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、11
月
７
日
に
は
、四
国
四
県
の
知
事
お
よ
び
四
国
経

済
連
合
会
の
会
長
で
組
織
す
る「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
・
利
用
促
進
を
考
え
る
会
」が
行
っ
た
国
へ
の
政
策
提

言
に
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
地
域
の
実
情
な
ど
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
幡
多
地
域
へ
の

高
速
道
路
の
延
伸

は
地
域
住
民
の
永

年
の
夢
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
早
期

事
業
化
を
目
指

し
、
で
き
る
限
り

の
支
援
、
協
力
を

行
っ
て
ま
い
り
ま

す
と
と
も
に
、
高

速
道
路
延
伸
を
見

据
え
た
四
万
十
市

の
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備

　
農
業
基
盤
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、地
元
と
の
調
整
は
も

と
よ
り
、事
業
推
進
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
が
国
か
ら
の
予

算
割
当
額
の
確
保
と
考
え
て
お
り
、こ
れ
ま
で
機
会
あ
る
ご

と
に
国
等
へ
の
要
望
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、本
年
度
の
国
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、県
営
土

地
改
良
事
業
と
し
て
進
め
て
い
る
入
田
地
区
分
で
２
億
６
，

２
０
０
万
円
、利
岡
・
三
里
地
区
分
で
１
億
４
，８
０
０
万
円
、

合
わ
せ
て
４
億
１
，０
０
０
万
円
の
大
き
な
割
り
当
て
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、入
田
地
区
に
お
い
て
は
平
成
29
年
度
に
工

事
が
ほ
ぼ
完
成
す
る
見
込
み
と
な
り
、ま
た
、利
岡
・
三
里
地

区
に
お
き
ま
し
て
も
今
月
中
に
土
地
改
良
区
の
設
立
が
予
定

さ
れ
、着
工
に
向
け
て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、

事
業
推
進
に
大
き
く
弾
み
が
つ
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、関
連
予
算
を
今
議
会
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、ご
審
議
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

片坂バイパス（市野瀬橋）

入田地区
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今
月
号（
そ
の
2
）で
は
、宝
永
地
震
津
波

（
1
7
0
7
年
）の
四
万
十
市
に
お
け
る
被
害

状
況
を
ひ
も
と
い
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、東

日
本
大
震
災
の
教
訓
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

来
る
べ
き
南
海
地
震
津
波
に

備
え
て

そ
の
２

四
万
十
市
地
震
津
波
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

都
司
嘉
宣

1
　
宝
永
地
震
津
波（
1
7
0
7
）の

四
万
十
市
で
の
被
害

　 

江
戸
時
代
前
半
の
宝
永
4
年（
1
7
0
7
）

■連載

昭和南海地震から70年
今、私たちにできること…

図1　宝永地震（1707）の津波による集落別被災程度

四万十市では、下田、初崎、および木戸で「亡所」あるいは
「家すべて流失」と記録された。

10
月
4
日
に
起
き
た
宝
永
地
震
は
、お

よ
そ
1
0
0
年
周
期
で
起
き
て
き
た

南
海
地
震
の
な
か
で
も
特
に
大
き
な

南
海
地
震
で
あ
っ
た
。数
百
年
に
一
度

の
レ
ベ
ル
２
の
大
き
な
津
波
が
土
佐

国
の
海
岸
に
襲
っ
て
き
た
。土
佐
藩
の

藩
校
の
教
授
で
あ
っ
た
奥
宮
正
明
は

津
波
発
生
後
わ
ず
か
２
ヶ
月
で
土
佐

国
の
海
岸
線
上
に
あ
る
1
3
0
ヶ
所

の
被
害
の
報
告
書『
谷
陵
記
』を
ま
と

め
、藩
主
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
中

に
、現
在
の
四
万
十
市
の
集
落
の
記
載

が
あ
る
。
原
文
で
は
、集
落
名
の
あ
と

に
、「
①
亡
所
、②
半
亡
所
、③
潮
は
家

に
も
、流
家
少
な
し
、④
水
田
の
み
浸

水
」の
４
段
階
で
被
害
の
程
度
が
記
さ

れ
て
い
る
。そ
の
様
子
を
図
１
に
示
し

た
。
　
こ
れ
に
説
明
文
で
も
う
少
し
詳
し

い
状
況
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。①
の「
亡
所（
ぼ
う
し
ょ
）」と
い
う

の
は
、津
波
に
よ
っ
て
、ほ
ぼ
す
べ
て

の
家
が
流
し
去
ら
れ
、集
落
が
壊
滅
し

た
所
で
あ
る
。
今
か
ら
5
年
前
の

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
の
時

に
は
、宮
城
県
女
川
町
、南
三
陸
町
、岩

手
県
陸
前
高
田
市
、宮
古
市
田
老
地
区

な
ど
、大
津
波
に
襲
わ
れ
た
後
、集
落

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
何

一
つ
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
、お
そ
ろ

し
い
光
景
が
広
が
っ
て
い
た
。読
者
の

皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
そ
の

生
々
し
い
光
景
を
今
も
覚
え
て
い
る

人
も
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
今
か
ら
約
3
0
0
年
前
の
宝
永
地

震（
1
7
0
7
年
）の
津
波
の
時
に
も

同
じ
よ
う
な
集
落
全
滅
が
四
万
十
市

で
も
下
田
、初
崎
、お
よ
び
木
戸
の
三

つ
の
集
落
で
起
き
た
の
で
あ
る
。『
谷

陵
記
』の
原
文
に
よ
る
と
、四
万
十
川

河
口
の
右
岸
に
あ
る
初
崎
で
は
、「
亡

所
、潮
は
山
ま
で
、一
木
一
草
残
ら
ず
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
中
に

は
、5
年
前
の
東
日
本
震
災
の
津
波
の

時
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
海
岸
に

は
、今
の
黒
潮
町
に
あ
る
よ
う
な
見
事

な
松
原
が
あ
っ
て
、
七
万
本
の
松
が

た
っ
た
一
本
の
松
を
残
し
て
、す
べ
て

津
波
の
た
め
に
流
れ
去
っ
た
の
を
記

憶
し
て
い
る
方
も
居
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
こ
こ
で
は
、海
岸
に
あ
っ
た
5
階

建
て
の
ア
パ
ー
ト
の
５
階
の
床
ま
で

海
水
が
押
し
寄
せ
た
。こ
れ
と
同
じ
こ

と
が
、3
0
0
年
前
四
万
十
市
初
崎
で

起
き
た
の
で
あ
る
。四
万
十
川
の
河
口

左
岸
に
あ
る
下
田
は
、伊
豆
の
下
田
と

並
ん
で
、
港
と
し
て
栄
え
た
場
所
で

あ
っ
た
。こ
こ
も「
亡
所
、潮
は
山
ま
で
、

山
際
に
屋
具
計
残
る
。
家
少
し
あ
り
」

と
書
か
れ
て
い
る
。四
万
十
川
の
河
口

か
ら
約
5
キ
ロ
も
さ
か
の
ぼ
っ
た
木

戸
の
集
落
は「
木
戸
と
言
う
と
こ
ろ
は

家
こ
と
ご
と
く
流
る
」と
書
か
れ
て
い

る
。河
口
か
ら
こ
ん
な
に
さ
か
の
ぼ
っ

た
と
こ
ろ
で
な
ぜ
こ
ん
な
津
波
の
大

被
害
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
。そ
の
理
由

は
、こ
の
場
所
が
、四
万
十
川
の
支
流

の
中
筋
川
に
沿
っ
た
集
落
だ
か
ら
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。四
万
十
川
の

本
流
は
、し
ば
し
ば
洪
水
を
起
こ
す
の

で
両
岸
に
は
立
派
な
堤
防
が
作
ら
れ

る
。
し
か
し
、支
流
の
中
筋
川
に
は
ほ

と
ん
ど
堤
防
が
な
か
っ
た
。そ
う
し
て

津
波
の
時
に
は
、四
万
十
川
の
本
流
に

も
、支
流
の
中
筋
川
や
竹
島
川
に
も
同

じ
高
さ
の
津
波
が
入
っ
て
来
る
。支
流

の
中
筋
川
に
は
ほ
と
ん
ど
堤
防
が
な

い
。
こ
の
中
筋
川
に
面
し
た
木
戸
の

家
々
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
津
波
に

よ
っ
て
流
さ
れ
去
っ
た
の
で
あ
る
。

　
実
は
今
か
ら
5
年
前
に
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。石
巻
市
大
川
小

学
校
の
悲
劇
で
あ
る
。大
川
小
学
校
は

北
上
川
の
河
口
か
ら
約
６
㎞
さ
か
の

ぼ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。し
か
も
そ

こ
に
は
、北
上
川
と
河
口
近
く
で
合
流

す
る
富
士
川
と
い
う
支
流
が
流
れ
て

い
た
。北
上
川
に
は
高
さ
６
ｍ
の
立
派

な
堤
防
が
あ
る
の
に
、支
流
の
富
士
川

に
は
ほ
と
ん
ど
堤
防
が
な
か
っ
た
。大

川
小
学
校
で
は
、地
震
の
激
し
い
揺
れ

を
感
じ
、津
波
警
報
を
聞
き
な
が
ら
、

海
の
見
え
な
い
こ
の
場
所
ま
で
ま
さ

か
大
津
波
が
や
っ
て
く
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。ほ
と
ん
ど
避

難
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
50
分
以
上
そ

の
場
か
ら
避
難
せ
ず
、９
人
の
先
生
と

78
人
も
の
生
徒
が
痛
ま
し
く
も
犠
牲

に
な
っ
た
。大
川
小
学
校
と
そ
っ
く
り

な
場
所
が
四
万
十
市
に
あ
る
。四
万
十

市
の
人
々
は
心
し
て
大
川
小
学
校
の

出
来
事
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。

133˚00'

133˚00'

33˚00' 33˚00'

0 1 2

亡所・全滅

半亡所

家屋破壊浸
水

水田浸水
家屋無事

田野浦

出口

下田

初崎

鍋島

竹島

井沢

古
津
賀

佐岡

角崎

右山

不破

木戸

実崎

山路本村

坂本

間崎

津蔵淵

深木

●

中村
地震で
2/3倒壊

土佐くろしお鉄道

四万十川

後
川

中筋川

四万十市

黒
潮
町

×

▲

■

■

■

■■

■

▲

▲

▲

×

×

×

こ
く
り
ょ
う
き

や
ぐ
ば
か
り
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11
月
17
日
〜
18
日
の

２
日
間
、大
阪
府
枚
方
市

の
岡
東
中
央
公
園
で「
友

好
・
交
流
物
産
展
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
物

産
展
に
は
四
万
十
市
を

は
じ
め
、北
海
道
別
海
町

や
沖
縄
県
名
護
市
な
ど
、

枚
方
市
と
交
流
の
あ
る

７
つ
の
市
町
村
が
参
加

し
て
お
り
、本
市
も
合
併

前
の
旧
中
村
市
で
あ
っ

た
平
成
14
年
の
第
１
回

目
か
ら
参
加
し
て
い
ま

す
。
　
今
回
四
万
十
市
か
ら

は
、四
万
十
牛
コ
ロ
ッ
ケ

や
天
然
鮎
の
塩
焼
き
、四

万
十
鶏
の
と
り
天
、焼
き

栗
な
ど
が
販
売
さ
れ
、お

昼
時
に
は
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
長
い
行
列
が
で

き
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、農
商
工
連
携
開
発
商
品
の
か

り
ん
と
う
や
ぶ
し
ゅ
か
ん
の
加
工
品
、の
り
佃
煮
、四

万
十
農
法
米
な
ど
本
市
の
自
慢
の
商
品
を
販
売
し
、

買
い
求
め
る
人
で
た
い
へ
ん
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ん
の
中
に
は
毎
年
来
て
く
だ
さ
る
常
連
の

方
も
多
く
、「
こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
も
の
も
あ
る
の

で
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

友
好
・
交
流
都
市
物
産
展

〜
友
好
都
市 

枚
方
市
に
て
〜

新
米
フ
ェ
ア

道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」

　
新
米
が
出
そ
ろ
っ
た
、11
月
26
日
、27
日

の
両
日
、道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」に
お

い
て
新
米
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
万
十
川
支
流
の
寒
暖
差
の
大
き
い
ほ

場
で
育
て
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
米「
山
間
米
」

や「
大
宮
米
」を
始
め
、各
品
種
の
稲
木
米

な
ど
、生
産
者
自
慢
の
お
米
が
多
数
店
頭

に
並
び
ま
し
た
。

　
道
の
駅
内
の
西
土
佐
食
堂
で
は「
山
間

米
」を
開
業
以
来
提
供
し
て
お
り
、「
モ
チ

モ
チ
感
が
あ
っ
て
お
い
し
い
」と
の
う
れ

し
い
言
葉
を
多
数
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、フ
ェ
ア
に
あ
わ
せ
ス
ト
ロ
ー
ベ

イ
ル
S
A
N
K
A
N
Y
A
が
新
作
の「
米

ケ
ー
キ
」、ア
ユ
市
場
は
、天
然
の
ア
ユ
・
ツ

ガ
ニ
・
ウ
ナ
ギ
を
具
に
使
っ
た「
四
万
十
天

然
三
味
お
に
ぎ
り
」を
販
売
し
、ど
ち
ら
も

好
評
な
売
れ
行
き
で
し
た
。

ほ
じ
ょ
う

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

★ 

雑
誌
を
お
譲
り
し
ま
す 

★

★ 

映
画
上
映
会
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い 

★

一
般
書

児
童
書  

え
ほ
ん

/

あおなり道場始末

悪魔を憐れむ

足利兄弟

子どもの貧困の解決へ

これが「日本の民主主義」！

コンテクスト・オブ・ザ・デッド

本当はブラックな江戸時代

夕方５時からお酒とごはん

葉室 麟

西澤 保彦

岡田 秀文

浅井 春夫

池上 彰

羽田 圭介

永井 義男

伊藤 まさこ

あなのなかには…

おとうさんは、いま

オレさすらいの転校生

くまくん、はるまでおやすみなさい

くらべる恐竜図鑑

ことばあそび教室

せぼねのある動物たち

森の石と空飛ぶ船

レベッカ・コッブ

湯本 香樹実

吉野 万理子

ブリッタ・テッケントラップ

土屋 健

中川  ひろたか

板倉 聖宣

岡田 淳

　
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
・
英
字
新
聞
を
、無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。

　（
英
字
新
聞
は
本
館
の
み
）

　
雑
誌
は
一
人
5
冊
、英
字
新
聞
は
5
部
ま
で
。持
ち
帰
り
用
の
袋
は

　
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
　
日
時

：

1
月
27
日（
金
）　
13
時
30
分
〜
17
時

　
　（
当
日
は
館
内
整
理
に
よ
り
休
館
日
で
す
）

　
　
場
所
　
四
万
十
市
立
図
書
館（
本
館
）・
西
土
佐
分
館
入
口
　

　
※
希
望
す
る
雑
誌
等
の
予
約
や
、取
り
置
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
来
年
度
の
四
万
十
市
立
図
書
館
映
画
上
映
会
ア
ン
ケ
ー
ト
を
図
書

　
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　（
ア
ン
ケ
ー
ト
期
間
　
1
月
4
日
〜
2
月
23
日
）

　
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　（本館）9：00～19：00
　　　　　（分館）10：00～18：00 Janualy

新着おすすめ8+8

１
月
１
日
〜
３
日
　
年
始
の
休
み

　
　
　
　   

27
日
　
館
内
整
理
日

1
平成29年

新着図書（324冊）
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　四万十市立学校給食センター「スクールミールひがしやま」、「スクールミールなかむらみなみ」、「ス

クールミールぐどう」および「スクールミールにしとさ」で使用する食材について、納入を希望される業者

を次のとおり募集します。希望する方は募集要領を配付しますので、下記までお問い合わせください。

●納入対象期間

　平成29年4月1日～平成31年3月31日
　

●受付期間

　1月4日（水）～27日（金）

　（土、日、祝祭日を除く8：30～17：15）
　

●募集受付および問い合わせ先

　　〒787-0009　四万十市佐岡1229-1

　　四万十市立学校給食センター「スクールミールひがしやま」

　　☎(31)0990／FAX：(31)0991

四万十市立小中学校の給食食材納入希望業者の募集について四万十市立小中学校の給食食材納入希望業者の募集について

　11月15日（火）、市役所6階第1・第2委員会室で第3回目の会議を開催しました。

　当日は、14名の委員が出席し、前回の会議で整理した「児童生徒数の将来推計、小規模校の課題の顕在化など

から学校再編は必要である。」との共通認識を再確認したあと、具体的な配置計画（学校統合の枠組み）について

話し合いが行われました。

〔主な質問と回答〕

・複式解消のみを条件に統合した場合、その数年後にまた複式になる可能性はあるか。⇒児童生徒数の推計から

　再度統合を検討しなければならないことも考えられる。

・統合後においても部活動等を理由とした「指定学校の変更および区域外就学」は可能か。⇒引き続き理由によっ

　て許可していくことになるだろう。

〔主な意見〕

・通学時間の目安として、スクールバスで片道１時間以内としているが、小学校低学年にとっては負担が大きい。

・子どもたちの将来のことを考えた場合、また２回の統合を経験させないためにも大規模に統合しておいた方

　がよい。

・下田小、竹島小は地震・津波被害等が心配されるので、東山小と統合してはどうか。

・北部地域（富山・蕨岡・大川筋・後川）の小学校および中学校が一つに統合することは、地理的条件などから課題

　がある。地区によっては、統合するなら中村小・中との統合を希望する地区もあると思う。

【確認事項】

◎西土佐小中学校においては、再編の経過や地理的条件等を考慮し、当面の間、再編対象とはしない。

◎中学校は、3校区（西土佐含む）が望ましい。

◎小学校については、上記意見を踏まえ、次回以降再度審議する。

※会議資料等詳しくは市ホームページ（http://www.city.shimanto.lg.jp/kyouiku/school/saihen.html）をご覧くださ

　い。

【問い合わせ先】（市）教育委員会　学校教育課　☎（34）1136

■11月15日（火）　第3回検討委員会開催

四万十市立小中学校再編検討委員会

―望ましい教育環境の整備に向けて―
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11年に1度は健診を

出張健康相談

マム＆チルドレン

乳児健診

乳幼児相談・ママタッチ教室

定例健康相談

乳児健診

乳児、1歳6か月児、3歳児健診

マム＆チルドレン

3歳児健診

ぴよっこクラブ（親子の集い）

1歳９か月児健診

乳児健診

定例健康相談

出張健康相談

マム＆チルドレン

3歳児健診

JA高知はた西土佐支所

具同体育センター

健康管理センター

健康管理センター

道の駅よって西土佐2階

健康管理センター

西土佐保健センター

具同体育センター

健康管理センター

西土佐保健センター

健康管理センター

健康管理センター

道の駅よって西土佐2階

JA高知はた西土佐支所

具同体育センター

健康管理センター

9:00～11：00

10：00～11：30

12：50～13：30

9：30～11：00

9:00～11：00

12：50～13：30

受付 13：30～

10：00～11：30

12：50～13：30

9：30～11：30

12：50～13：30

12：50～13：30

9:00～11：00

9:00～11：00

10：00～11：30

12：50～13：30

11日（水）

13日（金）

16日（月）

18日（水）

19日（木）

25日（水）

26日（木）

27日（金）

1日（水）

6日（月）

8日（水）

時間

2月

1月

事業名月日 場所

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課　0(34)1823　（総合支所）保健課　0(52)1132

※1月10日（火）までの計画については、広報しまんと12月号に掲載しています。

　
大
腸
が
ん
検
診
は
、検
便（
便
に
潜
む
血
液
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
）に
よ
り
行
う
簡
易

な
検
査
で
す
。本
年
度
、ま
だ
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
便
採

取
後
に
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
方
法
に
よ
る
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
人
】

　
四
万
十
市
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
以
上
で
、平
成
28
年
度（
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
）

　
に
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

【
自
己
負
担
額
】3
0
0
円

【
申
込
期
間
】１
月
６
日（
金
）〜
２
月
17
日（
金
）

【
検
診
の
流
れ
】

　
①
郵
送
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
方
は
、市
役
所
窓
口（
本
庁

：

保
健
介
護
課
、

　
　
総
合
支
所

：

保
健
課
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
②
自
己
負
担
金
３
０
０
円
を
お
支
払
い
後
、大
腸
が
ん
検
診
容
器
、提
出
用
封
筒
、検
診

　
　
方
法
を
記
載
し
た
用
紙
等
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
③
便
を
採
取
後
、容
器
を
提
出
用
封
筒
に
い
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
④
検
診
結
果
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
の
み
、市
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

　
　（
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、連
絡
し
ま
せ
ん
。）

　
【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
本
庁
）保
健
介
護
課 

健
康
増
進
係
　
　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
　
　
　
　
　 

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

健康維新の志士
けん　しんたろう君

と
う
か
ん

健
診
・
検
診
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第36回　幡多ふれあい医療公開講座

日　　時　2月5日（日） 13時30分～（開場13時）　

場　　所　土佐清水市立中央公民館（土佐清水市天神町11－15）

講義内容　①不整脈と脳卒中

　　　　　　高知県立幡多けんみん病院　診療部長（循環器科）矢部敏和

　　　　　②腎臓の役割から見た健康管理

　　　　　　医療法人たんぽぽ　松谷内科　院長　松谷拓郎

参 加 費　無料

【問い合わせ先】幡多けんみん病院（経営事業課）　☎0880（66）2222（代表）

　　　　　　　(市)保健介護課 健康増進係　 　  ☎0880（34）1115

　
市
で
は
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
車
い
す
を
使

用
し
て
い
る
在
宅
の
身
体
障
害
者
を
対
象
に
、健
康

診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、長
時
間
の
車
い
す
の
使
用
に
よ
り
発
生

し
や
す
い
褥
瘡
、骨
の
変
形
、膀
胱
機
能
障
害
等
の

二
次
障
害
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、実
施
医
療
機
関
は
市
民
病
院
で
す
。

　
健
診
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は

期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
診
内
容

　
問
診
、身
体
計
測
、理
学
的
検
査
、血
圧
測
定
、検

　
尿
、血
液
化
学
検
査
、肝
機
能
検
査
、腎
機
能
検
査

　（
心
電
図
・
眼
底
・
貧
血
の
検
査
等
は
必
要
に
応
じ

　
て
実
施
）

実
施
日
　
１
月
下
旬
以
降（
予
定
）

申
込
期
間
　
１
月
６
日（
金
）〜
20
日（
金
）

実
施
定
員
　
３
名

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
本
　
　
庁
）福
祉
事
務
所
　
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
☎（
3
4
）1
1
2
0

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

じ
ょ
く
そ
う

ぼ
う
こ
う

　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
青
森
県
、新
潟
県
の
家
き

ん（
家
畜
と
し
て
の
鳥
）で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等
へ
相
談
や
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
（
相
談
例
）鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ
て
も
大
丈
夫
？

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
の
細

胞
に
入
り
込
む
た
め
の
受
容
体
は
、鳥
の
受
容
体
と
は
異
な
り
、ま
た
ウ

イ
ル
ス
は
酸
に
弱
く
、胃
酸
で
不
活
性
化
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、家
き
ん
類
で
発
生
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、本
病
に
感

染
し
た
鶏
等
が
市
場
に
出
回
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
家
畜
防
疫
上

の
措
置
に
加
え
、通
常
の
公
衆
衛
生
の
観
点
か
ら
殺
菌
・
消
毒
等
の
衛
生

管
理
が
流
通
の
各
段
階
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
内
に
お
い

て
は
、鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
ウ
イ

ル
ス
）が
ヒ
ト
に
感
染
す
る
可
能
性
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た
と
き
は
、高
知
県
西
部
家

畜
保
健
衛
生
所
も
し
く
は
市
役
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
消
費
者
庁
・
農
林
水
産
省
・
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
等
の
関
係
各
機
関
の
情
報（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）環
境
生
活
課
　
市
民
生
活
係
　
☎（
3
5
）4
1
4
7

19

平
成
29
年
1
月
号



中医学研究所附属鍼灸院(市民病院敷地内）を再開します

月
曜
日
の
午
後
に
漢
方
外
来
を
始
め
ま
す
の
で
、診
療
担
当
は
左
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

・
受
付
　
8
時
〜
11
時（
脳
神
経
外
科
は
14
時
〜
16
時
の
間
も
受
付
し
て
い
ま
す
が
、で
き
る

　
　
　  

だ
け
午
前
中
に
来
院
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
診
療
時
間
　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

・
※
印
の
あ
る
医
師
は
非
常
勤
医
師
で
す
。

市
民
病
院
医
師
診
療
担
当
日

【問い合わせ先】
☎（34）2126

内
科

脳
神
経
外
科

外
科
整
形

外
科
泌
尿

器
科

午
前

午
前

午
前
午
前
午
前

月 火 水 木 金

初診

予約外

予約

予約

予約

初診
・
予約

濱川公祐

小川貴司

濱川公祐

樋口佑次

岡﨑弘泰

（漢方外来）

伴昌幸

川田祥子

宇都宮俊介

河内通

中尾昌宏

初診

予約外

予約

予約

予約

予約

予約

小川貴司

樋口佑次

※鷲山憲冶

小川貴司

※鷲山憲冶

※国立高知

　第2・4週

川田祥子

伴昌幸 

（検査）

坪屋英志

中尾昌宏

初診

予約外

予約

予約

予約

予約

岡﨑弘泰

樋口佑次

濱川公祐

小川貴司

岡﨑弘泰

伴昌幸

川田祥子

宇都宮俊介

河内通

中尾昌宏

初診

予約外

予約

予約

予約

予約

濱川公祐

樋口佑次

小川貴司

小川貴司

濱川公祐

川田祥子

伴昌幸

（検査）

坪屋英志

中尾昌宏

初診

予約外

予約

予約

予約

予約

予約

小川貴司

※竹田修司

　(不定期）

濱川公祐

岡﨑弘泰

樋口佑次

※竹田修司
　(不定期）

伴昌幸

川田祥子

宇都宮俊介

河内通

中尾昌宏

午
後

午
後

平成29年1月4日より

11月23日から休止していました中医学研究所附属鍼灸院を2月1日から再開します。

午前

午後

月

○

○

火

○

○

水

―

―

木

○

○

金

○

○

土

○

○

日・祝

―

―

　はじめまして、沖知之と申します。
　専門学校卒業後、北九州市の治療院で11年間鍼灸業務に従事してきましたが、この
度、故郷四万十市の中医学研究所附属鍼灸院に勤務させていただくことになりました。
　患者様の身体が少しでも楽になっていただけるよう一生懸命努めてまいります。
　どうぞよろしくお願いいたします。       

※水曜、日曜、祝日は休診日ですが、2月1日(水)は診療を行います。

【問い合わせ先】

（1月31日まで）四万十市立市民病院　事務局　☎（34）2126
（2月1日から）中医学研究所附属鍼灸院　☎（34）4798

診療日

寒波による水道管の凍結・破裂にご注意を！
　寒波の影響で気温が下がると、水道管が凍結して水が出なくなったり、破裂したりすることがありますので、
気象情報に注意し水道管の点検をお願いします。
　なお、万一に備えて、自宅等に設置してあるメータ・止水栓の位置を確認しましょう。

※道路や公園などで漏水を発見した場合は下記までご連絡ください。
【問い合わせ先】　(本庁) 上下水道課　☎(34)1711　(総合支所)産業建設課　☎(52)1111

特に凍りやすい箇所
凍結を防ぐために…
・水道管に市販の保温チューブや布切れを巻きつける
・蛇口から糸状に水を出しておく

・凍結した場合は『水道管』にタオルなどを巻き、ぬるま湯をかける（熱湯は不可）
・破裂した場合は『止水栓』を閉め、市指定水道業者に連絡し修理する（自宅等敷地内は自己負担です）

凍結、破裂が起きた時には…

屋外でむき出しになっているところ
（給湯器、温水器）
風あたりの強いところ
北向きで日当たりの悪いところ　など

20

平
成
29
年
1
月
号



■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）と
は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の

特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、新
薬
と
同
等
の
有
効
成
分
、

効
能
・
効
果
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
に
比
べ
て
開
発
費
を
大
幅
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、平
均
的
に
新
薬
よ
り
低
価
格
と
な
っ
て
お
り
、

切
り
替
え
る
こ
と
で
薬
代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た

だ
し
、治
療
内
容
に
よ
っ
て
は
新
薬
で
の
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
や
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進
通
知
書
の
送
付

　
〜
通
知
を
受
け
た
人
の
う
ち
約
8
割
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
〜

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
う
ち
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
薬
代
の
自
己
負
担
額
が

一
定
軽
減
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
人
に
対
し
、そ
の
差
額
通
知
を
平
成
23

年
3
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
本
年
10
月
ま
で
に

4
4
8
0
人
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
、約
1
億
6
6
9
1

万
円
の
医
療
費
削
減
効
果
が
あ
っ
た
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
に
よ
っ
て
、被
保
険
者
の
自
己

負
担
額
の
軽
減
ば
か
り
で
な
く
、国
保
財
政
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合
は

　
受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
の
主
治
医
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、主
治
医
や
薬
剤
師
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。（
希
望
カ
ー
ド
は
保

険
証
と
一
緒
に
送
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
役
所
1
階
市
民
課
、西
土
佐

総
合
支
所
に
も
あ
り
ま
す
。）

　
医
療
費
削
減
の
た
め
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
と
普
及
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
　
国
保
係
　
　
☎（
3
4
）1
1
1
4

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室
　
　
☎（
5
2
）1
1
1
1

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）と
は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の

特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、新
薬
と
同
等
の
有
効
成
分
、

効
能
・
効
果
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
に
比
べ
て
開
発
費
を
大
幅
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、平
均
的
に
新
薬
よ
り
低
価
格
と
な
っ
て
お
り
、

切
り
替
え
る
こ
と
で
薬
代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た

だ
し
、治
療
内
容
に
よ
っ
て
は
新
薬
で
の
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
や
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進
通
知
書
の
送
付

　
〜
通
知
を
受
け
た
人
の
う
ち
約
8
割
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
〜

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
う
ち
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
薬
代
の
自
己
負
担
額
が

一
定
軽
減
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
人
に
対
し
、そ
の
差
額
通
知
を
平
成
23

年
3
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
本
年
10
月
ま
で
に

4
4
8
0
人
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
、約
1
億
6
6
9
1

万
円
の
医
療
費
削
減
効
果
が
あ
っ
た
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
に
よ
っ
て
、被
保
険
者
の
自
己

負
担
額
の
軽
減
ば
か
り
で
な
く
、国
保
財
政
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合
は

　
受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
の
主
治
医
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、主
治
医
や
薬
剤
師
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。（
希
望
カ
ー
ド
は
保

険
証
と
一
緒
に
送
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
役
所
1
階
市
民
課
、西
土
佐

総
合
支
所
に
も
あ
り
ま
す
。）

　
医
療
費
削
減
の
た
め
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
と
普
及
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
　
国
保
係
　
　
☎（
3
4
）1
1
1
4

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室
　
　
☎（
5
2
）1
1
1
1

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、基

本
的
に
特
定
記
録
郵
便
で
お
届
け
し

て
お
り
ま
す
が
、何
ら
か
の
ご
都
合
で

簡
易
書
留
郵
便
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、市
民
課
国
保
係
ま
た
は
、西
土
佐

住
民
分
室
に
て
申
請
の
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、1
月
末
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。な
お
、郵
送
で
の
お
申

し
込
み
は
、任
意
の
様
式
に
左
記
の

（
1
）か
ら（
5
）の
こ
と
を
ご
記
入
の

上
、「
簡
易
書
留
郵
便
希
望
」を
明
記

し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
1
） 
保
険
証
の
記
号
番
号

（
2
） 
住
所

（
3
） 
世
帯
主
の
氏
名

（
4
） 
電
話
番
号

（
5
） 
希
望
理
由

※
ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

　
ら
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
　
国
保
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
4

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
1
　

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、基

本
的
に
特
定
記
録
郵
便
で
お
届
け
し

て
お
り
ま
す
が
、何
ら
か
の
ご
都
合
で

簡
易
書
留
郵
便
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、市
民
課
国
保
係
ま
た
は
、西
土
佐

住
民
分
室
に
て
申
請
の
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、1
月
末
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。な
お
、郵
送
で
の
お
申

し
込
み
は
、任
意
の
様
式
に
左
記
の

（
1
）か
ら（
5
）の
こ
と
を
ご
記
入
の

上
、「
簡
易
書
留
郵
便
希
望
」を
明
記

し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
1
） 
保
険
証
の
記
号
番
号

（
2
） 
住
所

（
3
） 
世
帯
主
の
氏
名

（
4
） 
電
話
番
号

（
5
） 
希
望
理
由

※
ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

　
ら
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
　
国
保
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
4

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
1
　

　
各
地
区
の
健
康
福
祉
委
員
会
で
は
、健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

に
関
す
る
活
動
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
習
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
４
日
、岩
間
地
区
で
、生
活
と
命
を
守
る
た
め
に
詐
欺
や

交
通
安
全
に
つ
い
て
の
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
は
17

名
が
参
加
し
、中
村
警
察
署
か
ら
振
り
込
め
詐
欺
、交
通
安
全
、防

災（
南
海
ト
ラ
フ
地
震
）に
つ
い
て
の
お
話
と
、幡
多
広
域
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
か
ら
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
中
で
、

参
加
者
か
ら「
私
は『
昼
間
で
も
ピ
ッ
カ
リ
運
動
』を
し
よ
る

で
！
」と
お
話
が
あ
り
、交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
話
し
合
い
ま
し
た
。約
１
時
間
の
学
習
会
で
し
た
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
メ
モ
も
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、他
の
地
区
で
も
、健
康
福

祉
委
員
会
の
事
業
を
活
用
し
て
、防

災
訓
練
や
地
元
の
歴
史
に
つ
い
て

の
学
習
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。今

後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、元
気
に

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
☎（
3
4
）8
0
6
6

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

【
岩
間
・
茅
生
地
区
　
人
口
カ
ル
テ
】

45
世
帯
87
人（
男
性
43
人
・
女
性
44
人
）

65
歳
以
上
47
人
・
高
齢
化
率
54
％

（
平
成
28
年
11
月
１
日
現
在
　
市
人
口
統
計
月
報
）

健
康
福
祉
委
員
会
だ
よ
り
vol.18

〜 

岩
間
地
区
健
康
福
祉
委
員
会 

〜
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〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
!!

　
20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
く
る「
国
民
年

金
資
格
取
得
届
」に
必
要
事
項
を
記
載

し
、市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、取
得
届
と
同
時
に
保
険
料
の
納
付
猶
予
制
度
や

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ

か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

ま
た
遺
族
年
金
は
、加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、そ
の
加

入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ

る
配
偶
者
」や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

「
納
付
猶
予
制
度
」

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、ご
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、高
等
専
門

学
校
、専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
過
程
）、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
方
で
、申
請
の
際
に
学
生
証
の
写

し（
両
面
）ま
た
は
在
学
証
明（
原
本
に
限
る
）が
必

要
で
す
。

★「
納
付
猶
予
制
度
」

　
50
歳
未
満
の
方（
平
成
28
年
６
月
30
日
ま
で
は
30

歳
未
満
）で
、ご
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
年

金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

　
幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４
ー
10
）

　
　
☎（
3
4
）1
6
1
6

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
　
市
民
係

　
　
☎（
3
4
）1
1
1
3

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
　
☎（
5
2
）1
1
1
1

　
認
知
症
は
誰
に
も
起
こ
り
う
る
ご
く
身
近
な
病
気
で
す
。普
段
の
体
調

（
水
分
・
食
事
・
排
便
・
運
動
）を
整
え
、安
定
し
た
精
神
状
態
を
保
つ
ケ
ア
が

認
知
症
の
予
防
、症
状
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。認
知
症
に
な
ら
な
い
た

め
に
、も
し
認
知
症
に
な
っ
て
も
重
症
化
し
な
い
た
め
に
、予
防
と
適
切
な

ケ
ア
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
一
般
の
方
、介
護
専
門
職
の
方
な
ど
、ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
18
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

内
容
　
▼
講
話
①「
高
齢
期
の
体
の
変
化
と
認
知
症
」

　
　
　
　
講
師
　
金
田 

弘
子
氏

　
　
　
　（
鳥
取
県 

森
本
外
科
・
脳
神
経
外
科
医
院 

副
院
長
）

　
　
　
▼
実
践
報
告「
症
状
が
改
善
！
喜
び
の
報
告
！
」

　
　
　
　
認
知
症
重
度
化
予
防
実
践
塾
生
の
実
践
発
表

　
　
　
▼
講
話
②「
認
知
症
の
方
の
行
動
を
人
生
歴
か
ら
理
解
す
る

　
　
　
　
〜
上
手
に
老
い
る
た
め
の
自
己
点
検
ノ
ー
ト
の
活
用
〜
」

　
　
　
　
講
師
　
石
黒 

秀
喜
氏

　
　
　
　（
財
団
法
人 

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー 

審
議
役
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
等
で
お
越
し
い

　
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
西
土
佐
地
域
か
ら
会
場
ま
で
の
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。利
用
を
ご
希
望
の

　
方
は
、2
月
3
日（
金
）ま
で
に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎（
３
４
）０
１
７
０

市
民
講
座「
認
知
症
」の
ご
案
内

〜
認
知
症
は
予
防
で
き
る
！ 

改
善
で
き
る
！
〜

22

平
成
29
年
1
月
号



育児相談
　相談日/月～金 9：30～11：30、13：30～16：30

　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

　　親子ふれあい活動

節分製作
　牛乳パックでお豆入れを作るよ。出来たらみんなで「鬼は

～外～！」豆まきの練習もしようね。

①グループ　1月19日（木）、②グループ　20日（金）

9：30～11：30

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

時

場

もみじで遊ぼう
　もみじ保育所に遊びに行くよ。保育所の様子も見せても

らいましょう。

①グループ　2月9日（木）、②グループ　10日（金）

9：30～11：00

子育て支援センター分室（もみじ保育所内）

時

場

今年1年元気に過ごせるように、みんなで豆まきをするよ。
お母さんと力を合わせて鬼をやっつけよう！
[ぴよちゃんクラブ]2月2日（木）　9：30～11：30
[1・2・3歳児]（ぽっぽ）2月3日（金）　9：30～11：30
子育て支援センター

◆豆まき

12・1月生まれのお誕生日をみんなでお祝いしようね。

[ぴよちゃんクラブ]1月26日(木)　9：30～11：30

[1・2・2歳児]（ぽっぽ）1月27日(金)　9：30～11：30

子育て支援センター

時

場

時

場

時

場

元小児科医　澤田敬先生による子育てについての講話を

おこないます。日頃不安に思っていることや悩みなどにも

お答えしていただけますよ。誘い合ってご参加下さい。

2月14日（火）　10：00～11：00

子育て支援センター

◆おしゃべり広場（妊婦・0・1・2・3対象）

◆お誕生会

保 育 所 名

八 束 保 育 所

具 同 保 育 所

あおぎ保育所

竹 島 保 育 所

1月18日（水）

2月 6日（月）

2月14日（火）

1月16日（月）

2月10日（金）

時　間

9：30～10：30

9：30～10：30

10：00～11：00

9：30～11：00

駐車場

数台有

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

月日

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!
　　その他の活動　

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

※新たに参加を希望される人は、準備などの都合がありま
すので、あらかじめご連絡下さい。（活動内容によっては、
ご遠慮をお願いする場合もあります）①など番号が付いて
いる活動は、日程ごとにグループに分かれます。

鉄道＆バスニュース

◎
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道「
恋
結
び
列
車
」

　
〜「
四
万
十
川
の
橋
梁
で
Ver.
２
」〜
募
集
中
!!

日
時
　
２
月
11
日（
土
・
祝
）10
時
〜

集
合
場
所
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

行
程
　
中
村
駅
〜
四
万
十
川
橋
梁
〜
宿
毛
市
内
〜
中
村
駅

参
加
資
格

　
男
性 

25
〜
39
歳
　
幡
多
地
域
お
よ
び
四
万
十
町
に
お
住

　
　
　
　
　
　
　
　 

ま
い
の
方

　
女
性 

25
〜
39
歳
　
住
所
不
問

参
加
費
　
男
性 

５
千
円
・
女
性 

３
千
円

申
込
締
切 

１
月
23
日（
月
）

※

申
込
方
法
等
、詳
し
く
は
チ
ラ
シ
ま
た
は
土
佐
く
ろ
し 

　
お
鉄
道
H
P（http://w

w
w
.tosa
kuro.com

/

）を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
営
業
課

　
☎（
3
5
）4
9
6
2
　＜

月
〜
金
／
９
時
〜
17
時＞

◎「
列
車
と
バ
ス
」の
乗
り
方
教
室
の
開
催
!!

　
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
公
共
交
通
を
よ
り
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
列
車
と
バ
ス
」の
乗
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
　
２
月
４
日（
土
）

開
催
場
所
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道(

株)

中
村
駅
・
宿
毛
駅

募
集
期
間
　
１
月
10
日（
火
）〜
20
日（
金
）

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
各
小
学
校
か
ら
チ
ラ
シ
が
配

　
布
さ
れ
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
高
知
西
南
交
通
バ
ス

　
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　（
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
総
務
課
内
）

　
☎（
3
5
）5
2
4
0

©やなせたかし
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№34№34交通安全指導員だより交通安全指導員だより交通安全指導員だより

交通事故に気をつけよう!！
～交通安全教室③～

交通事故に気をつけよう!！
～交通安全教室③～

【問い合わせ先】（本庁）環境生活課 市民生活係 ☎（35）4147　（総合支所）地域企画課 地域振興係 ☎（52）1111

　交通安全教室を開催しました。川登小では全学年が自転車の乗り方について、中村小では1年～3年生を
対象に横断歩道の歩き方や自転車の乗り方などについて学びました。
　中村小では高知西南交通㈱の皆さまに協力していただき、路線バスの乗り方やタイヤの内輪差による
巻き込み実験なども行いました。
　交通安全教室で学んだことをしっかり守って、交通事故にあわないようにみんなで気をつけましょう。

年末年始の交通安全運動
　年末年始は、飲酒の機会が多くなることや交通量の増加などで、交通事故の多発が予想されます。県民
一人ひとりが交通安全に対する意識を高め、交通ルールの遵守と正しい交通マナーを実践し、安全で安心
な人に優しい交通環境をつくることにより、交通事故を防ぎましょう。

○運動期間（後半）　1月10日（火）～19日（木）までの10日間です。
○重点目標
　1.子供と高齢者の交通事故防止　2.飲酒・暴走運転の根絶　3.自転車の安全利用の促進　4.歩行者の保護

川登小 中村小

四万十市立市民病院　管理栄養士　沖優衣

作り方
①長ねぎはななめ切りにする。生姜・たけのこは千切りにする。豚肉は細かく切って軽く塩こしょうをし、片
　栗粉を混ぜておく。
②フライパンに油を敷き、生姜を入れ弱火で炒めて香りが出てきたら、豚肉を入れ炒める。全体に色がつい
　たら、たけのこと長ねぎを入れてしんなりするまで炒める。炒めたら、合わせた白だしと水、こしょうを入
　れ、水溶き片栗粉でとろみをつける。容器に移し、粗熱を取る。
③春巻きの皮の下の部分に具を置き、具を包むように1回巻く。両端を内側に折り、上端に濃い目の水溶き片
　栗粉（分量外）を付け、ぐるっと巻き上げて包む。
④170℃の油（分量外）でこんがりするまで揚げる。（具にすでに火が通っているので、色が付けばOK！）

★白だしとは‥
　昆布やかつお節、しいたけで取っただしに白醤油と薄口醤油、砂糖、みりんなどを加えて作った調味料で
す。味噌汁や炊き込みご飯、鍋などの和食のほか、洋食や中華など幅広く使える万能調味料です。
白だしの特徴は色が薄くて、だしの旨みがたっぷりと、味がしっかりついていること。めんつゆ等と同様に
料理に合わせて薄めて使います。色が薄いため、ついつい多く入れてしまいがちですが、少量でもしっかり
と味は付くので、始めのうちは計量して使うことをおすすめします。
★白だしがない時には‥料理酒100ml、みりん50ml、薄口しょうゆ大さじ1/2、塩小さじ2、を鍋に入れて一度
煮立たせ、顆粒だし小さじ1を加えて混ぜれば完成です。

長ねぎや生姜は身体を温めてくれる効果があり、冷え対策としてよく使われています。これからの寒い時期
に積極的に摂りたい食材ですね。また、ねぎや生姜、しそ、セロリなどの香味野菜を使うと、減塩でもおいし
く作れます。生姜の香りと長ねぎの甘さがとてもおいしいですよ。

＜材料＞10本分（作りやすい分量）
・長ねぎ
・生姜
・たけのこ（水煮）
・豚肉
　・塩
　・粗びきこしょう
　・片栗粉

1本
20ｇ
110ｇ
150ｇ
少々
少々
大さじ1

…………………
……………………

………
……………………
……………………

……
………………

・粗びきこしょう
・白だし
・水
・水溶き片栗粉

・植物油
・春巻きの皮

少々
40ml
40ml
大さじ2
（水1片栗粉1）
大さじ1
10枚

………
…………………

………………………
…………

…………………
……………

長ねぎと生姜の春巻き
栄養成分（1人前2本分）

エネルギー：220 kcal

たんぱく質：10.2 g

脂質　　　：8.1 g

塩分相当量：1.1g

］合わせる
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四
万
十
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
11
月
26
日（
土
）Ｊ
Ａ
高
知
は
た
農
協
会
館
で
、「
四
万
十

市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
12
月
４
日
〜
10
日
の
人
権
週
間
の
記
念
行

事
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、こ
の
日
は
出

発
式
・
人
権
絵
画
標
語
展
表
彰
式
・
街
頭
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
人
権
絵
画
標
語
展
の
表
彰
式
で
は
、市
内
の
小
中
学
校

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
、絵
画
３
７
１
点
、標
語
１
３
１
０
点

の
作
品
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
の
受
賞
者
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
受
賞
者
名
は
、
29
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
）

　
街
頭
パ
レ
ー
ド
で
は
、中
村
南
小
学
校
の
鼓
笛
隊
の
皆

さ
ん
の
元
気
な
演
奏
に
あ
わ
せ
、横
断
幕
を
先
頭
に
参
加

者
約
１
３
０
名
が
、沿
道
の
方
々
に
風
船
や
人
権
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
り
な
が
ら
、農
協
会
館
か
ら
中
村
駅
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
12
月
20
日
か
ら
28
日
・
１
月
４
日
か
ら
９
日
、

中
央
公
民
館
で
、応
募
の
あ
っ
た
絵
画
全
作
品
と
、標
語
の

優
秀
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）人
権
啓
発
課
　
☎（
3
5
）1
0
3
5

四
万
十
市
人
権
尊
重
の

社
会
づ
く
り
協
議
会 

委
員
募
集

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
四
万
十
市
を
実
現
す

る
た
め
、人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
役
　
　
割

　
人
権
施
策
の
推
進
お
よ
び
行
動
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
、

　
重
要
事
項
を
調
査
協
議
す
る
こ
と
。　
　

●
組
織
構
成

　
公
募
に
よ
る
市
民
　
４
人
以
内

　
公
共
団
体
等
の
代
表
　
８
人
以
内

　
人
権
問
題
に
関
し
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
　
４
人
以
内

●
任
　
　
期
　
３
年
以
内

●
募
集
人
員
　
４
人
以
内

●
対
象

　
四
万
十
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
20
歳
以
上（
平
成
29
年

　
１
月
１
日
現
在
）の
方
で
、平
日
の
日
中
に
開
催
さ
れ
る
協
議

　
会
に
参
加
で
き
る
方
。

●
応
募
方
法
　
感
想
文
の
提
出
　

●
感
想
文
の
内
容
等

　「
人
権
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
」人
権
に
つ
い

　
て
、現
状
や
課
題
お
よ
び
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に

　
つ
い
て
４
千
字
以
内
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。委
員
は
、審
査

　
の
う
え
決
定
し
ま
す
。　

●
受
　
　
付
　
郵
送
、窓
口
、メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
提
出
期
限
　
1
月
31
日（
火
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）人
権
啓
発
課
　
☎（
3
5
）1
0
3
5

　 E
-m
a
il

　z
in
k
e
n
@
c
it
y
.s
h
im
a
n
t
o
.lg
.jp

平
成
29
年
度

公
民
館
団
体
登
録
に
つ
い
て

　
公
民
館
で
は
、社
会
教
育
を
目
的
と
し
て
定
期
的
な
活
動

を
行
い
、市
の
社
会
教
育
の
向
上
に
貢
献
が
期
待
で
き
る
等

の
一
定
要
件
を
充
た
す
団
体
に
つ
い
て
団
体
登
録
を
行
い
、

そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、公
民
館
団
体

登
録
基
準
要
綱
を
ご
確
認
の
う
え
、左
記
関
係
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

１
　
登
録
期
間

　
　
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

２
　
提
出
書
類

　（
1
）平
成
29
年
度
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体
登
録
申
請
書

　（
2
）添
付
書
類

　
　
ア
　
平
成
29
年
度
事
業（
学
習
）計
画
書

　
　
イ
　
会
員
名
簿

　
　
ウ
　
会
則
・
規
約
等（
※
定
め
て
い
る
団
体
）

３
　
提
出
期
限

　
　
1
月
20
日（
金
）　
※
期
限
厳
守

　　「
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
」・
提
出
書
類

は
、中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
四
万
十
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
　
団
体
登
録
に
つ
い
て
」か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課（
中
央
公
民
館
内
） 

　
☎（
3
4
）7
3
1
1
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下田地区

(西土佐地区)主任児童委員

(中村地区)主任児童委員

西土佐地域 

中筋地区

東山地区

東中筋地区 

富山地区

八束地区

四万十市民生委員・児童委員、主任児童委員について
　平成28年12月1日付で、民生委員・児童委員、主任児童委員が次のとおり改選されました。任期は、平成28年12
月1日から平成31年11月30日までです。なお、委員が未決定の区域については、他の委員が調整して対応します。

【問い合わせ先】
　・（市）福祉事務所　社会福祉係　☎(34)1120
　・中村地区民生委員児童委員協議会（四万十市社協内）　☎(35)3011
　・西土佐地区民生委員児童委員協議会（四万十市社協西土佐支所内）　☎(31)6111

受持区域

右山元町1丁目・朝日区
右山元町2丁目
右山元町3丁目・右山
駅前町
右山天神町
右山五月町
不破・不破上町
角崎・緑ヶ丘団地
中村大橋通1丁目・中村四万十町・中村百笑町
中村岩崎町・中村羽生小路
中村栄町・中村東下町
中村大橋通4～5丁目
中村大橋通6～7丁目
中村一条通1丁目・中村天神橋 
中村一条通2丁目・中村於東町
中村一条通3～4丁目
中村一条通5丁目
中村東町1丁目
中村東町2丁目
中村東町3丁目
中村本町1～2丁目・中村愛宕町
中村本町3～5丁目
中村新町
中村京町
中村桜町
中村小姓町・中村上小姓町
中村丸の内
中村丸の内ハイランド
中村山手通・中村大橋通2丁目
中村弥生町・中村大橋通3丁目

渡川1区

渡川2区

渡川3区・不破出来島
田黒1丁目　　　　　　　
田黒2丁目　　　　　　　
田黒3丁目　　　　　　　
赤松町
中組

西組・中山団地・あいのさわ団地

入田上
入田下
自由ヶ丘団地　　　 　　
自由ヶ丘東

坂本・山路上（奥山路・本村）
山路下（上木戸・下木戸）
実崎
深木
間崎
津蔵渕
名鹿・初崎

楠島・楠島団地・一本松
間・国見・荒川
森沢
江ノ村・西ノ谷

大用
住次郎
大屋敷
片魚
常六・三ツ又
大西ﾉ川・小西ﾉ川
上古尾・下古尾
竹屋敷

秋田・麻生
安並上 ・安並団地
安並下・秋森団地
佐岡
佐岡団地・佐岡南の風団地

古津賀

古津賀第一団地

古津賀第二団地・雅ヶ丘団地

氏　　名

未決定
伊與田　菅子
金子　生子
未決定
猿田　勉
朝日　陽子
宮﨑　文男
弘田　百合子
寺尾　静代
松木　信人
福永　千代隆
吉尾　信哉
林　政博
福山　妙子
大石　忠生
矢野　春代
未決定
嶋　博茂
河渕　真紀
井上　邦子
上岡　理枝
石﨑　都巳
内藤　達也
山本　岩見
山下　須美子
平野　秀美
森　裕子
岡崎　節子
谷本　哲志
加取　馨

三吉　守
中澤　睦子
川村　ちづ
夕部　喜久
中村　博保
坂本　憲明
未決定
坂下 多惠子
大砂　元惠
渡邊　続
濵田　和美
浜田　精一
橋本　勝幸
白井　敏勝
仙石　永生

山﨑　美知子
小野　淑水
宮﨑　壮平
加持　千絵
刈谷　八重
加用　尚之
谷田　登貴男

佐竹　万里
豊永　美恵
大橋　武
原　利喜

伊勢脇　美好
未決定
酒井　つるみ
敷地　正吉
澤良木　正通
益岡　佐惠子
村松　和雄
平野　義郎

祖父江　勝一
有友　大
尾﨑　圭三
吉岡　秀樹
大西　郁夫
宮下　貞子
野並　鈴美
水野　秀
森本　順子
未決定

電　話

34-1545
34-9870

34-2881
34-1008
35-5535
34-2065
35-2662
34-0300
34-5735
34-4733
34-6443
35-3933
35-2560
35-4084

35-2682
34-5163
35-2145
34-6159
35-2272
35-3717
34-6258
35-4058
35-2316
35-0209
35-0817
34-4438
34-4753

37-4350
37-3732
37-1112
31-1537
37-2828
37-3234

37-5657
37-3558
37-0256
37-3088
37-4959
37-1658
37-3824
37-2732

36-2383
36-2110
090-8281-1522
36-2461
36-2434
36-2616
36-2749

37-3787
090-4979-7812
37-1269
37-1412

39-2359

39-2151
39-2645
39-2224
39-2633
32-1855
32-1536

35-4591
34-6705
090-5276-8187
090-2784-9412
35-6250
34-6578
35-0218
34-3769
34-6607

受持区域

井沢団地
井沢　　　　　　 
竹島
鍋島・馬越
下田上区・松ノ山
下田下区
串江
水戸東
水戸西
平野
双海

磯ノ川・生ノ川
上ノ土居・九樹
有岡
民部
有岡団地
横瀬

敷地
田野川甲･乙
カツラ山団地
佐田
岩田　
利岡・若藤
板ノ川・口鴨川
中鴨川・奥鴨川

藤
内川　　　　　　
蕨岡下分
蕨岡上分
伊才原

三里
川登
手洗川
高瀬・田出ノ川
鵜ノ江
勝間・勝間川
久保川

中村地域全域

黒尊・奥屋内上
奥屋内下
玖木
口屋内
中半
岩間
藤ノ川
橘
津野川
津賀
薮ヶ市
須崎
大宮下・大宮中
大宮上
下家地・中家地
方ノ川・西ヶ方
下方
宮地
奈路・館
用井・長生
半家
本村
中組
押谷・権谷

西土佐地域全域

氏　　名

今倉　傳男
沖　隆晴
安田　和平
江口　義勝
山﨑　開巳
宮﨑　嘉友
坂　純治
未決定
植木　俊博
近森　佳代
永野　熊夫

西　美和
杉本　整史
岡田　秀世
森田　茂
多和　博嗣
林　明

武田　弘一
尾花　京子
柿谷　佳江
池川　みえ子
弘田　むつみ
梶原　静
西浦　礼子
山本　隆次

渡邊　輝子
谷岡　正一
宮地　淳
尾﨑　明子
尾﨑　るみ

西村　久美
岡　郁美
倉本　正俊
未決定
弘田　晶子
永野　寛
岡村　弘美

土居　佐枝子
岡本　惠美
刈谷　隆子
吉川　悦子
田辺　恵美子
森　真規
今西　澄
宮下　房子

東　町子
室津　豪
土居　純代
竹内　仁
佐藤　敏夫
今城　和夫
森　茂久
中平　良幸
太宰　政博
竹﨑　長詞
新玉　茅美
新改　敏子
矢間　洋子
岡﨑　早智
安岡　真弓
松岡　宏子
谷平　貴宏
佐竹　裕子
野村　泰信
谷𦚰　洋子
橘　　典子
安藤　香里
宮﨑　志保
谷　千美

佐竹　朋子
芝　和恵

電　話

35-5851
35-2766
33-1048
33-0575
33-0226
33-0762
33-0057

33-0154
33-1170
090-1003-1525

37-6810
37-0234
37-5341
37-0643
090-7142-9093
31-2220

35-0286
32-1025
34-7548
35-6736
35-2421
35-6872
34-7522
35-0603

32-1666
32-1777
32-1498
090-7781-8938
32-1259

38-2318
38-2033
38-2551

38-2816
38-2172
090-8699-8238

37-0382
35-6944
37-2791
37-5436
37-1725
35-5603
34-2285
35-6973

56-1121
56-1038
54-1318
54-1220
54-1352
54-1057
52-2045
52-2814
52-1980
53-2122
53-2147
53-2153
53-2409
31-9550
52-1361
52-1577
090-5272-7176
52-1013
52-2396
52-2073
52-2107
52-2126
52-2166
52-2731

52-1018
53-2433

中村地区

後川地区

蕨岡地区

大川筋地区 

具同地区

民生委員・児童委員
主任児童委員
合　　計

127名（定数135名、未決定8名）
10名（定数 10名、未決定0名）
137名（定数145名、未決定8名）
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ちょっとの意識で腹八分目

　「腹八分目に医者入らず」ということわざのとおり、腹八分目に
は、ダイエットだけでなく、健康や美容にも効果があるといわれて
います。食べ過ぎがちなこの季節「ちょっとの工夫」と「ちょっとの
気遣い」で腹八分目を実践してみましょう。

＜腹八分目のコツ＞
○食事を作りすぎない、買いすぎない
○いつもより少し小さなお皿によそう
○野菜や汁物から先に食べる
○よく噛んでゆっくり食べる（素材を大きくカットする・品数を多くす
　る・意識的にお箸を置く）

【問い合わせ先】（市）保健介護課 地域保健係　☎(34)1823

し
ま
ん
と

情
報
掲
示
板

募
　
集

「
移
住
者
と
市
民
の
交
流
会

　
〜
気
軽
に
語
ろ
う
！

　
　
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　　
四
万
十
市
へ
移
住
さ
れ
た
方
、市
民
の
皆

さ
ん
、四
万
十
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ
て

い
る
方
、皆
さ
ん
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
？

　「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」と
は
、４
人
が
け
の

テ
ー
ブ
ル
を
基
本
に
メ
ン
バ
ー
の
交
代
を
行

い
な
が
ら
、カ
フ
ェ
の
よ
う
な
話
し
や
す
い

雰
囲
気
の
中
で
対
話
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

活
発
で
深
い
交
流
が
で
き
る
方
法
で
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、ず
ば
り「
し
ま
ん
と
暮

ら
し
の
楽
し
み
方
」。
四
万
十
市
で
の
暮
ら

し
、思
い
、未
来
を
、年
代
、立
場
を
問
わ
ず
、

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！
　
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。参
加
さ
れ
る
方
は
電
話
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
17
日（
金
）19
時
〜
20
時
30
分

▼
場
所

　
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
四
万
十

　
市
右
山
五
月
町
８
番
３
号
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
募
集
人
数
　
12
名
〜
20
名

　
＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
移
住
希
望
の
方

　
　
を
優
先
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

▼
申
込
締
切
　
２
月
３
日（
金
）

＊
備
考：

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課
　
移
住
推
進
員（
永
島
・

　
熊
谷
・
山
崎
・
鈴
木
）

　
☎（
３
４
）８
８
６
６

　E
-m
a
il  iju

@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp

健康
メモ

に
て
の

第28回 四万十川リバーサイドフルウォーク2017 参加者募集
【市内在住者のための無料コースもあります】

　今春も、恒例の四万十川リバーサイドフルウォークを4月1日（土）・4月2日（日）に開催いたします。
　今年は、「高知家健康パスポートヘルシーポイント提供イベント」に指定され、初日には無料健康度チェック
コーナーを設けるとともに、両日とも参加者対象の「もち投げ」を行うなど新たな催しを予定しています。
　今回も、4月1日（土）の「ごりコース、あかめコース」、4月2日（日）の「あゆコース」に参加される市民の人は、無料
で参加（参加賞なし）できますので、ご家族、ご友人などと一緒に歩きませんか。

■開 催 日　4月1日（土）、4月2日（日）　雨天決行
■集合場所　四万十市安並　市民スポーツセンター
■参 加 料　2,000円（高校生以下1,000円）※参加料は、2日間参加しても同額です。
■コ ー ス

■昼　　食　1食600円（事前申し込みが必要です。）
■申込期限　2月28日（火）
※パンフレットは市役所1階ロビー、市民スポーツセンター、市立中央公民館、市立温水プール、具同体育センター、
　市立文化センター、西土佐総合支所にあります。遠方の人は郵送いたしますので下記までご請求ください。

【問い合わせ・申込先】
　四万十川リバーサイドフルウォーク実行委員会事務局 　
　四万十市右山五月町8-22　市立中央公民館内　☎ (34)2062

日時

4月1日（土）
9時出発

4月2日（日）
8時出発

コース

下流コース

上流コース

コース名

ごり
あかめ
くじら
あゆ
ふじ

てながえび
かわせみ

距離

10km
16km
29km
17km
19km
23km
30km

市民
無料参加
○
○

○

当日
受付
○
○
○
○

○
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サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

「
冬
の
海
か
ら
の
贈
り
物
」

▼
日
時

　
2
月
12
日（
日
）雨
天
中
止

　
※
中
止
判
断
は
前
日
の
午
前
10
時
に
行
い

　
　
ま
す
。

▼
行
程

　
中
村
駅
　
集
合（
9
時
）＝
出
発
式
・
中
村

　
駅
見
学
＝
列
車
移
動（
中
村
駅
〜
入
野
駅
）

　（
10
時
出
発
）＝
サ
イ
ク
リ
ン
グ（
入
野
松

　
原
）＝
昼
食（
海
の
バ
ザ
ー
ル
休
憩
所
）＝

　
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ（
入
野
海
岸
）＝
フ
ォ

　
ト
フ
レ
ー
ム
工
作（
海
の
バ
ザ
ー
ル
休
憩

　
所
）＝
サ
イ
ク
リ
ン
グ（
入
野
松
原
）＝
列

　
車
移
動（
入
野
駅
〜
中
村
駅
）（
14
時
45
分

　
出
発
）＝
中
村
駅
　
解
散（
15
時
10
分
）

▼
対
象
　
　

　
自
転
車
に
乗
れ
る
小
学
1
年
生
以
上
の
市
民

　（
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

▼
参
加
料

　
5
0
0
円（
内
訳
　
保
険
料
、消
耗
品
他
）

　
※
当
日
集
金
し
ま
す
。

　
※
別
途
汽
車
賃
と
し
て
2
0
0
円
が
必
要

　
　
で
す
。

▼
昼
食

　
自
由
　

　
※
希
望
者
は
別
途
5
0
0
円
で
弁
当
の
受

　
　
け
付
け
を
し
ま
す
。

▼
定
員
　
20
人（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間

　
1
月
10
日（
火
）8
時
30
分
〜

　
27
日（
金
）17
時
15
分
ま
で

▼
そ
の
他
 

　
・
自
転
車
は
手
入
れ
を
し
て
持
参
し
て
く

　 

だ
さ
い
。

　
・
飲
み
物
、タ
オ
ル
等
は
各
自
で
ご
持
参
く

　 

だ
さ
い
。

　
・
ケ
ガ
、事
故
に
つ
い
て
の
補
償
は
、主
催

　 

者
側
で
か
け
る
傷
害
保
険
の
範
囲
内
で

　 

対
応
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）生
涯
学
習
課
　
社
会
体
育
振
興
係
　

　
☎（
3
4
）2
0
6
2

教
室
・
講
座

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
事
業

男
性
の
料
理
教
室
Ⅱ

　
男
性
だ
け
で
楽
し
く
料
理
を
し
ま
せ
ん

か
。
　
お
料
理
初
挑
戦
と
い
う
方
も
大
歓
迎
！

　
少
人
数
で
す
す
め
て
い
き
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
①
1
月
21
日（
土
）②
2
月
18
日（
土
）

　
③
3
月
18
日（
土
）

　
土
曜
日（
全
３
回
）　
10
時
30
分
〜
13
時

▼
場
所

　
四
万
十
市
立
働
く
婦
人
の
家
　
２
F
調
理
室

▼
講
師
　
山
﨑
　
ミ
ヨ
コ
　

▼
対
象
者

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
男
性（
３

　
回
す
べ
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お

　
願
い
し
ま
す
。）

▼
定
員
　
男
性
８
人

▼
材
料
費

　
2
千
円（
初
回
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

▼
用
意
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

　
1
月
5
日（
木
）〜

　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　
9
時
〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・

　
祝
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
働
く
婦
人
の
家

　
☎（
3
4
）6
2
9
9

働
く
婦
人
の
家
講
座

（
新
聞
バ
ッ
グ
）

　
新
聞
で
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ

バ
ッ
グ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
♪

▼
日
時
　
1
月
25
日（
水
）19
時
〜
21
時

▼
場
所
　
西
土
佐
総
合
支
所
　
1
階
会
議
室

▼
講
師
　
岡
村
　
七
重

▼
対
象

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

▼
定
員
　
10
人
程
度

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
も
の

　
ハ
サ
ミ
・
30
㎝
物
差
し
・
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
・

　
新
聞
紙（
気
に
入
っ
た
図
柄
の
も
の
が
あ
れ

　
ば
）

▼
申
込
期
間

　
1
月
5
日（
木
）〜
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り

▼
申
込
方
法

　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　
9
時
〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・

　
祝
日
を
除
く
）

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　(

市)

人
権
啓
発
課

　
☎（
3
5
）1
0
3
5（
直
通
）

催
　
し

第
6
回 

小
京
都
四
万
十
ジ
ュ
ニ

ア
駅
伝
大
会

　
本
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
天
神
橋
を
発

着
点
と
す
る
駅
伝
大
会
を
通
し
て
、児
童
の

健
全
育
成
と
元
気
あ
る
街
づ
く
り
に
貢
献
し

ま
す
。

　
な
お
、当
日
は
レ
ー
ス
の
ス
ム
ー
ズ
な
運

営
を
図
る
た
め
、一
部
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、警
察
官
、交
通
安
全
指
導
員
等
の

指
示
に
従
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
日
時
　
1
月
28
日（
土
）　

　
受
付

　
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
　
市
役
所
駐
車
場（
車
庫
前
）

　
　
12
時
30
分

　
　
天
神
橋
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内

　
ス
タ
ー
ト
　
女
子
　
13
時
30
分

　
　
　
　
　
　
男
子
　
14
時
45
分

　
閉
会
式

　
　
15
時
45
分

　
　
天
神
橋
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内

▼
コ
ー
ス

　
天
神
橋
商
店
街
発
着
周
回
コ
ー
ス

▼
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　「
県
立
中
村
中
高
等
学
校
」

　
第
１
部
＝
開
会
式
終
了
後

　
第
２
部
＝
全
レ
ー
ス
終
了
後

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
小
京
都
四
万
十
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会
実
行

　
委
員
会（
川
西
修
）　

　
☎（
3
5
）0
1
6
6
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そ
の
他

「
い
じ
め
問
題
講
演
会
」の
ご
案
内

　
近
年
、「
い
じ
め
」が
社
会
問
題
化
し
て
い
ま

す
。い
じ
め
は
、決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で

あ
り
、ま
た
、ど
の
子
ど
も
に
も
、ど
の
学
校
で

も
起
こ
り
得
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の
問

題
の
克
服
の
た
め
に
は
、子
ど
も
た
ち
だ
け
で

は
な
く
、家
庭
や
地
域
住
民
な
ど
大
人
も
自
分

自
身
の
問
題
と
し
て
真
剣
に
考
え
、意
識
を
高

め
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、い
じ
め
の
撲
滅
を
は
じ
め
、青
少

年
の
健
や
か
な
育
成
に
向
け
、学
校
教
育
関
係

者
は
も
と
よ
り
、青
少
年
育
成
活
動
に
携
わ
る

方
々
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
5
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
開
場  

13
時
30
分
開
演

▼
場
所

　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
番
22
号

　
☎（
3
4
）7
3
1
1
 

▼
講
師
　
的
場
　
亮 

氏

　
　
　
　
（
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
代
表
取
締
役
）

▼
演
題

　
過
去
の
自
分
に
負
け
な
い
よ
う
に
今
を
生

　
き
る

▼
参
加
料
　
無
料

▼
主
催

　
青
少
年
健
全
育
成
四
万
十
市
民
会
議
・

　
四
万
十
市
教
育
委
員
会

▼
後
援

　
四
万
十
市
小
中
学
校
P
T
A
連
合
会

　
四
万
十
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎（
3
4
）7
3
1
1

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

高知地方法務局

四万十支局

☎(34)1600

Fax(34)1601

2月3日(金)

10時～正午

13時～15時

1月25日(水)

13時～15時

四万十市

田黒集会所

高知地方法務局

四万十支局

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク

ハラ・DV・いじめ・児童虐待など人権に

関する問題(相談無料、秘密厳守)
特設人権相談所

（本庁）総務課　

☎（34）1804

（総合支所）地域企画課

☎（52）1111

1月20日（金）

13時～16時
社会福祉センター

国や県、市の仕事に対する苦情や要望

《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560

　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

2月2日（木）

9時～12時
本村多目的集会所 《相談委員》中平 貞行 ☎(52)1632

行政相談所

弁護士資格のある

人権擁護員による

特設人権相談所

※要事前予約必要

(電話、来庁のうえ)

高知地方法務局

四万十支局

☎(34)1600

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク

ハラ・DV・いじめ・児童虐待・交通事故・

裁判費用など人権に関する問題(相談

無料、事前予約制・1人30分以内)

「人権絵画標語展」入賞者紹介
平成28年度「人権絵画標語展」の入賞者をお知らせします。

☆入賞作品は、広報2月号より毎月1作品ずつ紹介していきます。お楽しみに。

『人権絵画』

【低学年の部】

　市　  長　  賞：竹内　吾怜くん（中村小1年）

　副　市　長　賞：名倉　茉莉花さん（東山小2年）

　教　育　長　賞：齋藤　慶音くん（中村小1年）

　審査員特別賞：武内　奏くん（東山小2年）

　審査員特別賞：中山　隼一郎くん（東山小3年）

　審査員特別賞：時久　愛菜さん（東山小4年）

【中学年の部】

　市　  長　  賞：山﨑　愛紗さん（八束小6年）

　副　市　長　賞：濵田　一颯くん（西土佐中1年）

【高学年の部】

　市　  長　  賞：植木　隆斗くん（八束中3年）

　副　市　長　賞：西内　芙優希さん（下田中2年）

たけうち　　 あれん

 なぐら　　　ま　り　か

さいとう　　 けいと

たけうち　  そう

なかやま　 じゅんいちろう

ときひさ　　 ま　な

やまさき　　 あいさ

 はまだ　　　いっさ

 うえき　　   たかと

にしうち　　 ふ　ゆ　き

『人権標語』

【小学生の部】

　市　  長　  賞：眞邊　さくらさん（東山小5年）

　副　市　長　賞：谷口　暖さん（東山小6年）

　教　育　長　賞：岩井　想さん（中村南小4年）

　審査員特別賞：吉尾　幸清くん（竹島小3年）

　審査員特別賞：梶原　絃太くん（中村小6年）

【中学生の部】

　市　  長　  賞：鍋島　快斗くん（八束中3年）

　副　市　長　賞：村上　朋華さん（中村中3年）

　教　育　長　賞：安岡　希望さん（中村中3年）

　審査員特別賞：大原　彩華さん（中村中2年）

　審査員特別賞：藤田　友子さん（中村中3年）

 まなべ

たにぐち　　のん

 いわい　　こころ

 よしお　　 こうせい

かじはら　　 げんた

なべしま　　 かいと

むらかみ　　 ともか

やすおか　　 のぞみ

おおはら　　 あやか

 ふじた　　　ともこ
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市民のひろば

山
﨑
咲
和
さ
ん

（
中
村
南
小
学
校
６
年
）快
進
撃

　
陸
上
競
技
で
、山
﨑
咲
和
さ
ん（
中
村
南
小
学
校

6
年
）が
次
の
よ
う
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。山

﨑
さ
ん
は
小
学
1
年
生
の
時
に
宿
毛
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
入

部
以
来
実
力
を
つ
け
、今
ま
で
も
好
成
績
を
お
さ

め
て
き
ま
し
た
。

　
本
人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、家
族
の
協
力
も
あ

り
こ
の
よ
う
な
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
中
学
校
や
高
校
に
行
っ
て

も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
今
後
の
活
躍
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　■
日
清
食
品
カ
ッ
プ
„
第
32
回
全
国
小
学
生
陸
上

　
競
技
交
流
大
会（
8
月
20
日
）

　
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
　
7
位（
12
秒
86
　
県
新
記
録
）

■
第
28
回
幡
多
地
区
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

　（
11
月
3
日
）

　
女
子
6
年
1
0
0
ｍ

　
　
　
　
1
位（
13
秒
17
　
県
新
記
録
）

　
女
子
5
・
6
年
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　
　
　
　
1
位（
12
秒
69
　
県
新
記
録
更
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

宿
毛
Ｊ
Ａ
Ｃ
　
松
本
　
匡

相
撲
競
技
人
口
を

増
や
す
た
め
に

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

　
か
つ
て
相
撲
王
国
と
言
わ
れ
た
高
知
県
の

相
撲
競
技
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、昨
年
私
費
で
つ
く
っ
た
相
撲
道
場（
具

同
）で
、保
育
園
児
か
ら
小
学
生
6
名（
女
子

を
含
む
）の
部
員
た
ち
が
一
生
懸
命
練
習
し

て
い
ま
す
。

　
私
も
約
50
年
間
の
相
撲
部
監
督
時
代
の
経

験
を
活
か
し
、高
知
県
西
部
の
相
撲
競
技
人

口
を
増
や
す
た
め
、指
導
者
で
あ
る
高
知
県

相
撲
連
盟
四
万
十
支
部
員
の
一
人
と
し
て

日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
興
味
が
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
相
撲
連
盟
四
万
十
支
部

　
田
中
　
紘
二

　
☎
0
9
0-
1
5
7
3-

5
6
8
9体は小さくても体当たりで

練習に挑んでます！

秋
空
に
向
け
声
発
散
!!

　
農
家
に
と
っ
て
秋
は
収
穫
に
喜
び

の
季
節
で
す
。
権
谷
郷
で
は
10
月
30

日
の
快
晴
に
恵
ま
れ
て
、
20
回
を
迎

え
る
収
穫
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
祭
り
の
起
源
は
小
学
校
の
児
童
が

10
名
以
下
に
な
っ
た
20
年
前
に
、老

人
ク
ラ
ブ
等
の
協
力
を
得
て
始
ま

り
、そ
の
後
休
校
活
用
事
業
に
よ
っ

て
、権
谷
せ
せ
ら
ぎ
交
流
館（
運
営
主

体
、権
谷
郷
）が
発
足
し
て
か
ら
は
、

交
流
館
の
事
業
と
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
20
回
目
の
今
年
は
、こ
れ
ま
で
の

小
・
中
学
校
の
協
力
に
加
え
て
、西
土

佐
分
校
の
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と

で
、朝
か
ら
餅
つ
き
や
寿
司
等
の
調
理
に
も
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
み
こ
し
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
、中
学
生

（
音
楽
部
）の
生
演
奏
メ
ド
レ
ー
、次
は
高
校
生
が
踊
る
は
つ
ら
つ
と
し
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、続
い
て
一
般
の
方
々
に
よ
る
大
正
琴
や
フ
ラ
ダ
ン

ス
、カ
ラ
オ
ケ
に
お
楽
し
み
抽
選
会
、会
食
な
ど
、盛
り
沢
山
の
内
容
に
、

近
郷
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
1
0
0
人
余
り
の
老
若
男
女
が
、し
ば

し
の
2
時
間
余
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、長
い
歴
史
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
日
本
民
族
の
文
化
と
も
言

え
る
の
で
し
ょ
う
か
、ど
こ
の
会
場
で
も
独
特
の
ム
ー
ド
に
な
る
の
が
餅

投
げ
で
す
。寄
付
で
集
ま
っ
た
1
0
0
kg
ほ
ど
の
米
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
汗
で
餅
と
な
り
、日
ご
ろ
は
静
か
過
ぎ
る
山
里
に
歓
喜
と
ど
よ
め
き
の

中
に
舞
い
上
が
り
、深
み
行
く
澄
ん
だ
秋
の
空
気
を
み
ん
な
が
胸
い
っ
ぱ

い
に
吸
い
込
み
発
散
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
一
角
に
設
え
た
三
方
に
稲
穂
と
紅
白
の
重
ね
餅
が
飾
ら
れ
、

日
々
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、天
と
地
の
恵
に
感
謝
し
ま
し
た
。

収
穫
祭
実
行
委
員
会
　
佐
川
　
嘉
明
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お
誕
生

お
め
で
と
う

お
誕
生

お
め
で
と
う

朝
比
奈
 
典
吾

山
本
 

桔
子

近
藤
 

あ
か
り

山
﨑
 

あ
ん

下
駄
場
 
柚
希

松
本
 

妃
七
子

秦
泉
寺
 
平
二

佐
野
 

帆
南

野
元
 

渚
左

村
松
 

英
拓

立
石
 

和
孝

谷
田
 

空
斗

松
岡
 

怜
芽

篠
田
 

龍
希

佐
竹
 

杏
菜

楠
目
 

伊
織

山
本
 

朔
也

森
本
 

桜
音

一
藤
 

士
紋

所
谷
 

一
花

植
村
 

仙
樹

伊
藤
 

結
都

大
原
 

秀
介

尾
﨑
 

洋
斗

福
原
 

和

大
久
保
 
晴
太

て
ん
ご

き
こ

ゆ
ず
き

ひ
な
こ

へ
い
じ

は
ん
な

な
ぎ
さ

え
い
た

か
ず
た
か

く
う
と

り
ょ
う
が

り
ゅ
う
き

あ
ん
な

い
お
り

さ
く
や

お
と

し
も
ん

い
ち
か

せ
ん
じ
ゅ

ゆ
い
と

し
ゅ
う
す
け

ひ
ろ
と

よ
り

は
る
た

伸孝
允

糾隆
之

祐
斗

順力友
將

亮
佑

大和
仁

裕
也

宏
典

克
一

竜
之
介

龍
一

康
浩

直
行

将
文

拓
弥

隆美
紅

良
博

章
弘

章
弘

陽
平

（
平
成
28
・
12
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
28
・
12
・
５
届
出
分
ま
で
）

中
村
大
橋
通

中
村
百
笑
町

中
村
弥
生
町

中
村
栄
町

中
村
桜
町

中
村
本
町

中
村
一
条
通

右
山
元
町

右
山
元
町

不

破

中
村
丸
の
内

安

並

安

並

秋

田

入

田

具

同

具

同

具

同

渡

川

具
同
田
黒

有

岡

坂

本

深

木

下

田

77  8084557288  90  81  89  94  80  86  78  89  95  67  86  93  74  76 7485  88 90 

中
村
大
橋
通

中
村
大
橋
通

中
村
大
橋
通

中
村
百
笑
町

中
村
弥
生
町

中
村
本
町

右
山
五
月
町

右
山
五
月
町

右
山
天
神
町

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

安

並

安

並

安

並

佐

岡

佐

岡

具

同

具

同

具

同

渡

川

渡

川

具
同
田
黒

赤

松

町

岩

田

西
土
佐
江
川

伊
勢
脇
 
キ
ヱ
子

佐
竹
 

武
治

田
中
 

啓
介

井
上
 

西
尾
 

洋
志

嶋
田
 

則
男

柳
川
 

榮
子

土
居
 

猛
浩

岡
本
 

茂
喜

水
田
 

榮

松
原
 

長
茂

富
永
 

和
子

北
谷
 

義
法

森
 

岩
於

前
田
 

富
子

繁
山
 

德
子

角
原
 

美
智
子

小
野
 

茂
喜

岡
田
 

敦
子

布
山
 

解

和
泉
 

親
彦

　

武
 

訓
一

走
川
 

　
郎

堀
尾
 

守
治

下

田

下

田

蕨

岡

乙

蕨

岡

乙

田
野
川
甲

西
土
佐
津
野
川

西
土
佐
須
﨑

西
土
佐
下
家
地

西
土
佐
用
井

91  95  96  91  86  32  86  88 58 

梁
田
 

永

宮
﨑
 

梅
子

谷
岡
 

廣
子

竹
治
 

文
子

則
 

テ
ル
ミ

村
上
 

美
佐
希

苅
谷
 

里
子

田
邊
 

静
香

濱
田
 

春
代

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く141141

　
「
い
じ
め
」
問
題
は
殆
ど
書
き
尽

く
し
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
今
も

全
国
で
20
万
件
も
あ
る
と
の
報
道
に

私
の
考
え
を
書
い
て
み
ま
し
た
。

　
被
害
者
も
加
害
者
も
私
に
は
可
哀

相
で
な
り
ま
せ
ん
。
世
の
中
、
す
ば

ら
し
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
の
に
、

い
じ
め
し
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
は
残
念
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。
私
の
体
験
で
は
、
加
害

者
、
被
害
者
の
関
係
は
い
つ
か
必
ず

逆
転
し
ま
す
。
そ
れ
を
信
じ
知
恵
も

働
か
せ
て
た
た
か
う
こ
と
で
す
。

　
小
学
生
の
私
は
チ
ビ
で
「
小
マ
モ
」

と
よ
ば
れ
、
年
下
の
Ｋ
は
私
に
負
ぶ

さ
り
校
庭
を
右
に
左
に
と
走
ら
せ
ま

し
た
。
あ
る
日
、
彼
を
負
ぶ
っ
た
ま

ま
仰
向
け
に
反
り
か
え
り
地
面
に
倒

れ
て
や
り
ま
し
た
。
ギ
ュ
ッ
と
一
声

呻
い
た
Ｋ
は
、
二
度
と
負
ぶ
さ
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
（
立
派
な
や
り
方

で
は
な
か
っ
た
と
、
こ
の
歳
に
な
っ

て
も
反
省
は
し
て
い
ま
す
が
）
。

　
憧
れ
の
中
学
生
に
な
り
ま
し
た
。

戦
時
下
で
上
下
関
係
は
厳
し
い
時

代
。
三
年
生
の
Ｓ
か
ら
タ
バ
コ
を
持

っ
て
こ
い
と
い
び
ら
れ
ま
し
た
。
日

用
品
は
全
て
配
給
で
、
親
父
に
も
余

分
が
あ
る
筈
も
な
く
、
不
足
分
は
青

松
葉
を
揉
ん
で
乾
燥
さ
せ
紙
巻
き
に

し
て
吸
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
Ｓ

に
渡
そ
う
と
考
え
、
好
き
な
Ｈ
先
生

に
相
談
し
ま
し
た
。
先
生
は
私
の
持

参
し
た
紙
巻
き
に
火
を
つ
け
て
吸
っ

た
あ
と
、
「
こ
れ
な
ら
心
配
な
い
」

と
い
い
ま
し
た
。
私
は
Ｓ
に
そ
れ
を

渡
し
ま
し
た
。
後
日
、
「
わ
り
ゃ
Ｈ

ヤ
ン
に
言
う
つ
ろ
」
と
言
っ
た
後
、

私
を
い
び
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
山
村
の
小
学
校
で
五
年
女
児
が
不

登
校
に
な
り
ま
し
た
。
明
る
い
元
気

者
だ
っ
た
の
で
不
審
に
思
い
担
任
に

調
べ
さ
せ
、
私
も
毎
夜
家
庭
訪
問
を

し
ま
し
た
。
原
因
は
こ
れ
ま
で
そ
の

子
が
ク
ラ
ス
を
取
り
仕
切
り
、
横
暴
、

専
制
に
過
ぎ
た
こ
と
に
、
い
じ
め
ら

れ
っ
子
た
ち
が
結
束
し
て
、
反
逆
し

た
所
為
で
し
た
。
給
食
の
残
飯
や
ゴ

ミ
を
鞄
に
詰
め
込
む
な
ど
で
仇
を
討

た
れ
、
さ
し
も
の
女
王
も
不
登
校
と

な
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
開
き

女
王
の
両
親
を
説
き
伏
せ
る
の
に
半

年
を
費
や
し
ま
し
た
。

　
私
は
殆
ど
24
時
間
勤
務
の
状
況
を

毎
日
文
書
に
し
た
た
め
上
級
機
関
に

逐
一
報
告
し
ま
し
た
。
「
こ
れ
ほ
ど

に
せ
ん
で
も
」
と
鬱
陶
し
が
っ
た
の

は
報
告
文
を
受
け
と
る
側
の
人
で
し

た
。
た
っ
た
一
人
の
不
登
校
生
を
救

う
に
も
、
校
長
が
火
の
玉
に
な
ら
ね

ば
と
の
確
信
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
し

た
が
…
…
。
全
国
の
い
じ
め
20
万
件

に
は
ど
ん
な
原
因
が
隠
さ
れ
て
い
る

の
か
知
り
た
い
と
思
う
も
の
で
す
。

　
　
　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
衞

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　
12
月
号
25
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た

第
12
回
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰

式
会
場
に
つ
い
て
変
更
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
変
更
前
）市
立
中
央
公
民
館

（
変
更
後
）市
立
武
道
館（
安
並
）

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

ほ
と
ん

は
ず

う
っ
と
う

こ

　1月10日は「110番」の日です。110
番は、事件や事故が発生した際に、
県民の皆さんと警察を結ぶホット
ラインであり、安全で安心な日常生
活に欠かすことのできないもので
す。
　緊急の場合は「110番」、各種相談
は「＃9110」又は中村
警察署「0880-34-0110」
にお願いします。

110番の適切な利用を110番の適切な利用を110番の適切な利用を
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㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

金
土
日
木
金
土
日
月
火
土
日
月
土
日
土
日
土
日

12月23日
24日
25日
29日
30日
31日

1月1日
2日
3日
7日
8日
9日
14日
15日
21日
22日
28日
29日

☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（

３４）３６２１
３４）２３２４
３５）５９９６
３３）０６６０
３５）３４５８
３７）３３８３
３６）２５５４
３７）５１５１
３５）４８７９
３３）０６５３
３４）６０３１
３５）２３１６
３４）４８５５
３２）１０９５
３５）４３２３
３４）３６２１
３４）２３２４
３５）５９９６

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

■
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1月実施の統計調査
調　査　名 該当地区

家計調査

労働力調査

渡川、具同田黒2丁目

下田水戸

個人企業経済調査
中村一条通、駅前町、中村大橋通、
右山五月町、右山元町

【問い合わせ先】　（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

さたけ小児科
木俵病院
山下整形外科
市民病院
竹本病院
大野内科
森下病院
吉井病院
市民病院
中村病院
中村クリニック

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（

金
日
土
日
月
火
日
月
日
日
日

12月

1月

23
25
31
1
2
3
8
9
15
22
29

☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎ ( 3 4 ) 1 2 1 1
☎（ 3 4 ）0 5 1 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）4 1 5 1
☎（ 3 7 ）5 2 8 1
☎（ 3 4 ）2 0 3 0
☎（ 3 4 ）5 0 0 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）3 1 7 7
☎（ 3 4 ）5 1 0 0

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

 ー 4 
10 

 ー14 
16 

人　（
人　（
人　（
世帯（

）
）
）
）

34,790
16,437
18,353
16,541

人
人
人
人

48
41
28
39

11

「広報しまんと」2月号は1月25日（水）発送予定です「広報しまんと」2月号は1月25日（水）発送予定です「広報しまんと」2月号は1月25日（水）発送予定です

　「
四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ

い
お
・
さ
か
な
館
」で
は
、１
年

ぶ
り
に
弁
天
ナ
マ
ズ（
イ
ワ
ト

コ
ナ
マ
ズ
黄
変
個
体
）に
会
え

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。黄
金

色
に
輝
く
弁
天
ナ
マ
ズ
に
会

い
に
行
き
ま
せ
ん
か
。（
12
月

23
日
〜
１
月
９
日
ま
で
特
別

展
示
）

　
平
成
29
年
は
よ
り
見
や
す

く
、わ
か
り
や
す
い
広
報
誌
作

り
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

「
広
報
し
ま
ん
と
」を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

千

有料広告掲載スペース
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